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令
和
八
年
度

「
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
・
発
展
活
動
」

　
　 

に
対
す
る
費
用
助
成
希
望
受
付
開
始

　

公
益
財
団
法
人
明
治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ

オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団
で
は
、
平
成
三
年

六
月
に
財
団
を
設
立
以
来
、
地
域
に
伝
承

さ
れ
て
き
た
「
地
域
の
伝
統
文
化
の
継

承
・
発
展
活
動
」
と
く
に
後
継
者
の
育
成

に
必
要
な
諸
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
八
年
度
で
三
六
回

目
を
む
か
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
行
な
っ
た
助
成
は
、
累
計

一
五
一
八
件
と
な
り
、
そ
の
地
域
も
全
国

の
都
道
府
県
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
八
年
度
も
以
下
の
内
容
に
よ
り
公

募
を
行
な
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
都
道
府
県

の
教
育
委
員
会
ま
た
は
知
事
部
局
の
文
化

関
係
所
管
課
に
送
付
し
て
い
ま
す
「
令
和

八
年
度
助
成
申
込
要
領
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
要
領
の
詳
細
は
、
財
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
申
込
要
領
の
概
要
﹄

　〔
助
成
対
象
〕

　
「
地
域
の
民
俗
芸
能
」「
地
域
の
民
俗
技

術
」
の
継
承
、
と
く
に
後
継
者
育
成
の
た
め

の
諸
活
動
に
努
力
を
し
て
い
る
団
体
ま
た
は

個
人

　〔
助
成
の
条
件
〕

　

令
和
八
年
度
（
令
和
八
年
四
月
か
ら
令
和

九
年
三
月
ま
で
）
に
後
継
者
育
成
を
目
的
と

す
る
諸
費
用
（
道
具
整
備
費
、
製
作
材
料
費
、

育
成
研
修
費
、
記
録
保
存
費
用
な
ど
）
の
支

出
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
支
出
を
賄

う
た
め
に
、
外
部
か
ら
の
資
金
協
力
が
緊
急

不
可
欠
で
あ
る
こ
と

　〔
申
込
手
続
〕

一
、
提
出
書
類

　
　
「
申
込
書
」（
所
定
用
紙
）

　
　
「
推
薦
書
」（
所
定
用
紙
）

　
　
「
活
動
状
況
が
わ
か
る
写
真
」

　
　
「
直
近
の
収
支
決
算
書
（
写
）」

　
　
「
参
考
資
料
」
等

　

�

※
一
部
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
手
続
き
可

能
で
す
。
詳
細
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

二�

、
申
込
み
に
際
し
、｢

推
薦
書｣

に
各
都
道

府
県
の
文
化
関
係
所
管
課
の
推
薦
が
必
要

　〔
手
続
日
程
〕

一
、
申
込
期
限

　
　

令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
（
水
）

　

※
当
日
消
印
ま
で
有
効

二
、
結
果
発
表

　
　

令
和
八
年
二
月
下
旬
（
予
定
）

　〔
選
考
方
法
手
続
〕

　

提
出
書
類
に
基
づ
き
当
財
団
の
選
考
委
員

会
で
厳
正
に
審
査
し
、
理
事
会
に
答
申
し
て

決
定

　〔
助
成
金
額
〕

一
、
民
俗
芸
能
へ
の
助
成
は
、

　
　
　
　

一
件
に
つ
き
七
〇
万
円
が
限
度

二
、
民
俗
技
術
へ
の
助
成
は
、

　
　
　
　

一
件
に
つ
き
四
〇
万
円
が
限
度

〔
伝
統
文
化
分
野
選
考
委
員
〕

委
員
長　

星
野　

紘

　
　
　
　
（�

全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
理
事

長
・
日
本
民
俗
芸
能
協
会
会
長
）

委　

員　

神
野　

善
治

　
　
　
　
（
武
蔵
野
美
術
大
学
名
誉
教
授
）

委　

員　

齊
藤　

裕
嗣

　
　
　
　
（
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）

委　

員　

田
中　

宣
一

　
　
　
　
（
成
城
大
学
名
誉
教
授
）

委　

員　

茂
木　

栄

　
　
　
　
（
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
）

委　

員　

山
内　

彰

　
　
　
　
（
当
財
団
元
事
務
局
長
）

�

〈
敬
称
略
〉

島根県益田市「三谷神楽社中」（令和七年度助成先）の『木彫りの神面 演目：八幡』
　　　� 於：島根県芸術文化センター　グラントワ　神楽共演大会
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は
じ
め
に

数
日
前
（
七
月
二
十
九
日
）、
ロ
シ
ア
の
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
・
８
の
大
地
震
で
日
本
列
島
に
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
乗
っ
て
い
た
電
車
か
ら

降
ろ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
公
共
施
設
に
避
難
し

た
人
達
も
多
く
い
た
よ
う
で
あ
る
。
深
夜
近
く

に
な
っ
て
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
時
の
絶
望
的
な
気
持
ち
を
思
い

出
し
て
し
ま
っ
た
。

猛
烈
な
暑
さ
と
と
も
に
夕
方
に
な
る
と
驟

雨
が
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
。
も
う
す
ぐ
、
御
魂
の

帰
っ
て
く
る
季
節
が
や
っ
て
く
る
。

　
先
祖
の
御
魂
が
帰
っ
て
く
る
お
盆

東
日
本
大
震
災
直
後
の
夏
。
大
津
波
が
東
北

地
方
太
平
洋
沿
岸
を
襲
い
、
流
さ
れ
て
亡
く

な
っ
た
多
く
の
人
た
ち
の
新
盆
が
営
ま
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
八
月
、
果
た
し
て
新
盆
の
供
養

が
で
き
る
の
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

大
震
災
後
、
い
ち
早
く
社
叢
学
会
が
組
織
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
筆
者
も
加
わ
り
、
被
災
地

域
の
鎮
守
の
森
の
被
害
状
況
を
調
査
し
、
専
門

家
の
指
示
に
従
い
土
壌
改
良
剤
の
散
布
を
行

な
っ
て
い
た
。
後
に
良
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
ほ
ど
神
社
は
津
波

に
流
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
仙
台
平
野
の
沿

岸
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
、
神
社
の
社

殿
直
前
で
津
波
は
止
ま
っ
て
い
た
。
古
く
か
ら

の
言
い
伝
え
（「
何
か
あ
っ
た
ら
お
宮
に
逃
げ

ろ
」）
に
従
っ
て
神
社
に
逃
げ
た
地
域
の
人
た

ち
で
命
を
失
っ
た
事
例
を
見
い
だ
せ
な
か
っ

た
（
社
叢
学
会
で
被
災
の
可
能
性
の
あ
る
神
社

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
）。
神

社
が
地
域
に
残
っ
た
こ
と
が
、
祭
・
芸
能
を
復

活
さ
せ
、
人
を
呼
び
戻
し
、
地
域
の
復
興
に
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

震
災
直
後
の
地
域
の
盆
行
事
が
出
来
る
の

か
否
か
は
、
地
域
社
会
の
研
究
に
携
わ
る
者
、

祭
・
芸
能
の
伝
承
を
心
配
す
る
者
た
ち
の
注

目
を
集
め
て
い
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
岩
手
・

宮
城
・
東
京
・
大
阪
を
は
じ
め
海
外
で
も
供
養

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
行
な
わ
れ
た
と
い

う
。

　
大
震
災
後
の
御
魂
供
養
の
行
事
「
海
の
盆
」

の
実
施

宮
城
県
松
島
で
は
「
松
島　

流
灯
会　

海
の

盆
」
と
命
名
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
花
火
大
会
に

代
え
て
、
遊
覧
船
か
ら
の
灯
篭
流
し
が
行
な
わ

れ
た
。
筆
者
も
こ
れ
に
参
加
し
、
灯
篭
流
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た

人
々
の
供
養
と
新
し
い
夏
祭
を
創
造
し
よ
う

と
い
う
地
域
手
作
り
の
行
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
岩
手
県
の
太
平
洋
沿
岸
各
地
で
は

「
三
陸
海
の
盆
」
と
称
し
て
、
八
月
十
一
日
の

合
同
大
祭
か
ら
十
六
日
の
送
り
火
ま
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
実
施
さ
れ
た
と
い

う
（
第
一
回
「
三
陸
海
の
盆
」
実
施
要
項
（
案
）

よ
り
）。

１
．開
催
の
趣
旨
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
犠
牲
に
な
っ
た

人
々
を
永
遠
に
記
憶
し
、
風
化
さ
せ
ず
、

被
災
地
と
支
援
地
、
三
陸
が
一
体
と
な
っ

て
被
災
者
を
供
養
す
る
た
め
、
更
に
、
各

地
の
郷
土
芸
能
の
復
活
・
郷
土
の
復
活

を
願
い
「
三
陸
海
の
盆
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

２
．
主
催　
「
三
陸
海
の
盆
」
実
行
委
員
会

３
．
共
催　

岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
、
宮

古
市
、
大
槌
町
、
山
田
町
、
釜
石
市
、
大

船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
気
仙
沼
市
、
南

三
陸
町
、
遠
野
市
大
槌
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
遠
野
ま
ご
こ
ろ

ネ
ッ
ト

初
め
て
の
合
同
大
祭
は
、
平
成
二
十
三
年
八

月
十
一
日
、
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩

手
県
大
槌
町
の
「
ま
ご
こ
ろ
広
場
う
す
ざ
わ
」

で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
夜
ま
で
演
じ
ら
れ

た
郷
土
芸
能
は
、・
唐
丹
桜
舞
太
鼓
（
釜
石
市
）

・
釜
石
虎
舞
（
釜
石
市
）（
陸
前
高
田
市
）
連
合

・
水
戸
辺
鹿
踊
り
（
南
三
陸
町
）
・
大
漁
唄
い

込
み
（
気
仙
沼
市
）・
平
倉
神
楽
（
遠
野
市
）・

臼
澤
鹿
子
踊
（
大
槌
町
）・
八
木
節
（
山
田

町
）・
黒
森
神
楽
（
宮
古
市
）・
城
山
虎
舞
（
大

槌
町
）
な
ど
で
あ
っ
た
（
芸
能
人
の
特
別
ゲ
ス

ト
は
省
略
）。

　
大
槌
町
の
歴
史
と
祭
・
芸
能
風
土

大
槌
町
は
多
く
の
郷
土
芸
能
を
伝
承
し
て

き
た
地
域
で
あ
っ
た
。
第
一
回
目
の
会
場
と

な
っ
た
大
槌
町
臼
澤
地
区
に
は
鹿
子
（
し
し
）

踊
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

大
槌
町
教
育
委
員
会
か
ら
依
頼
さ
れ
、
芸
能

茂
木
栄
先
生
略
歴

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
生
ま
れ

昭
和
四
十
九
年
三
月
成
蹊
大
学
文
学
部
卒

業
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
成
城
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
日
本
常
民
文
化
専
攻　

博
士
課

程
満
期
退
学
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
日
本
学

術
振
興
会
奨
励
研
究
員
、
昭
和
六
十
二
年
四

月
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
専
任
講

師
、
平
成
二
年
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究

所
助
教
授　

国
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
助

教
授
・
教
授
を
経
て
、
現
在
國
學
院
大
學
名

誉
教
授　

民
俗
芸
能
学
会
代
表
理
事
、
神
道

宗
教
学
会
理
事
、
社
叢
学
会
理
事
。
主
な
著

書
に
『
ま
つ
り
伝
承
論
』（
大
明
堂
）、『
大
和

の
伝
承
文
化
』
上
・
下
（
共
著
・
名
著
出

版
）、『
祭
礼
の
史
的
類
型
に
関
す
る
研
究
』

（
共
著
・
文
部
省
科
学
研
究
費
報
告
）、『
日
本

の
神
々
の
事
典
』（
共
著
監
修
・
学
習
研
究

社
）
な
ど
が
あ
る
。
祭
・
芸
能
記
録
映
像
多

数
制
作
。

＝
特
別
寄
稿
＝

　
地
域
伝
統
文
化
の
価
値

　
　
︱
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
命
の
甦
り

︵
國
學
院
大
學
　
名
誉
教
授
︶

茂
　
木
　
　
栄

︵
当
財
団
伝
統
文
化
分
野
選
考
委
員
︶

［松島流灯会］
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調
査
を
行
な
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

臼
澤
で
は
鹿
子
踊
の
伝
承
こ
そ
が
地
域
の
多

く
の
人
々
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

大
槌
町
で
は
、
大
神
楽
、
虎
舞
、
鹿
子
踊

（
し
し
お
ど
り
）、
七
福
神
舞
、
神
楽
な
ど
が
集

落
ご
と
に
あ
り
、
大
神
楽
・
虎
舞
は
比
較
的
新

し
い
時
期
（
江
戸
後
期
）
に
入
っ
て
き
た
芸
能

で
あ
る
。
大
槌
町
で
は
九
月
二
十
二
日
・

二
十
三
日
に
「
大
槌
祭
り
」
を
行
な
っ
て
い

る
。
大
槌
稲
荷
神
社
の
祭
と
小
鎚
神
社
の
伝
統

的
な
祭
が
あ
っ
た
の
を
、
日
を
あ
わ
せ
て
盛
大

に
行
な
お
う
と
い
う
こ
と
で
「
大
槌
祭
り
」
は

始
め
ら
れ
た
と
い
う
。

大
槌
町
吉
里
吉
里
（
き
り
き
り
）
は
、
有
名

な
江
戸
期
の
豪
商
、
前
川
善
兵
衛
の
町
で
あ

る
。
井
上
ひ
さ
し
の
小
説
『
吉
里
吉
里
人
』
で

注
目
さ
れ
た
誇
り
高
い
土
地
柄
で
あ
る
。

代
々
善
兵
衛
を
名
乗
っ
た
当
主
は
、
た
び
た

び
飢
饉
に
際
し
て
蔵
を
開
き
、
何
千
人
も
の

人
々
を
救
っ
て
い
る
。
ま
た
求
め
に
応
じ
て
、

南
部
の
殿
様
に
莫
大
な
資
金
を
提
供
し
、
そ
れ

が
家
の
没
落
の
原
因
と
も
な
っ
た
。

前
川
家
の
記
録
「
前
川
文
書
」
に
は
、
南
部

の
お
殿
様
が
大
槌
に
来
た
と
き
の
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
三
月

五
日
、「
御
鹿
狩
」
を
す
る
た
め
に
大
槌
を
訪

れ
た
。
善
兵
衛
は
安
渡
（
あ
ん
ど
）
の
家
に
お

殿
様
を
迎
え
、
朝
食
の
後
、
珊
瑚
島
（
蓬
莱

島
・「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
井
上
ひ

さ
し
脚
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
形
劇
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
島
）
へ
舟
遊
び
に
出
か
け
た
。
安
渡

（
あ
ん
ど
）
に
は
善
兵
衛
の
寄
進
に
よ
り
安
全

な
場
所
へ
移
転
し
て
き
た
大
槌
稲
荷
神
社
（
二

渡
〔
に
わ
た
り
〕
神
社
と
も
い
う
）
が
あ
り
、

漁
民
の
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
今
回
の
震

災
で
も
、
境
内
直
下
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
た

が
、
社
殿
は
無
事
で
あ
っ
た
。
多
く
の
被
災
者

を
受
入
れ
、
震
災
に
備
え
た
発
電
機
、
常
備
し

て
い
た
食
料
・
水
が
役
立
っ
た
。
そ
の
後
避
難

所
と
な
り
、
地
域
住
民
の
生
活
の
場
と
な
っ

た
。
こ
の
神
社
は
災
害
か
ら
氏
子
を
助
け
る
役

目
を
昔
か
ら
持
っ
て
い
た
神
社
で
あ
っ
た
と

は
十
王
舘
宮
司
の
話
で
あ
る
。

九
月
の
祭
に
は
神
輿
を
舟
に
乗
せ
蓬
莱
島

を
巡
る
舟
曳
き
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
島
に
は
弁
財
天
が
祀
ら
れ
、
豊
漁
の
神
様
と

な
っ
て
い
た
。
相
模
国
江
ノ
島
か
ら
弁
財
天
を

勧
請
し
た
と
伝
え
、
前
川
家
と
縁
の
あ
る
も
の

と
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
弁
財
天
の
小
さ
な
祠
は
、
大
津
波
に

す
っ
ぽ
り
と
飲
み
込
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
流
さ
れ
な
か
っ
た
。
弁
財
天
像
も
無
事
で

あ
っ
た
。
祠
の
囲
む
さ
さ
や
か
な
樹
木
が
「
弁

天
様
」
を
守
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
役
場
の
方

は
言
う
。

震
災
以
来
、「
弁
天
様
」
に
対
す
る
漁
民
の

信
頼
は
ま
す
ま
す
篤
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
震
災
以
降
、
蓬
莱
島
へ
の
曳
き
舟
祭

り
は
で
き
な
い
で
い
る
。

南
部
の
お
殿
様
は
翌
日
大
槌
の
御
狩
場
へ

鹿
狩
り
に
出
か
け
ら
れ
た
。

大
槌
川
、
小
鎚
川
上
流
の
山
間
集
落
で
は
鹿

子
踊
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
臼
澤
と

い
う
集
落
が
あ
る
。
こ
の
裏
山
に
は
小
鎚
神
社

が
鎮
座
し
て
い
て
、
町
の
小
鎚
神
社
が
浜
に
下

り
て
く
る
前
の
場
所
・
一
ノ
渡
か
ら
勧
請
し

て
き
た
神
様
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
、
小
槌
神
社

は
、
新
山
（
し
ん
や
ま
）
の
明
神
平
に
祀
ら
れ

て
い
た
。
一
ノ
渡
か
ら
江
戸
時
代
の
中
期
に
浜

に
下
り
た
の
で
あ
っ
た
。
新
山
と
は
神
山
の
こ

と
で
あ
る
。

大
槌
に
は
山
か
ら
下
り
た
小
鎚
の
神
様
（
小

鎚
神
社
）
と
海
か
ら
上
が
っ
た
大
槌
の
神
様
（
大

槌
稲
荷
神
社
）
が
あ
っ
た
。
山
か
ら
の
鹿
、
海

か
ら
の
虎
、
そ
こ
に
沿
岸
地
域
を
巡
る
廻
り
神

楽
と
し
て
の
神
楽
（
花
輪
田
神
楽
）
が
あ
る
と

い
う
の
が
、
大
槌
地
域
の
芸
能
風
土
で
あ
っ
た
。

　
臼
澤
鹿
子
踊
伝
承
館
の
奇
跡

臼
澤
鹿
子
踊
保
存
会
長
は
、
鹿
子
踊
の
鹿
の

頭
の
被
り
物
、
鹿
の
毛
並
み
を
表
す
カ
ン
ナ
ガ

ラ
と
い
う
「
削
り
か
け
」
の
原
料
の
木
・
ド
ロ

ノ
キ
を
植
林
育
成
す
る
ド
ロ
ノ
キ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
将
来
的
に
は
三
陸

沿
岸
の
鹿
子
踊
り
保
存
会
に
入
手
困
難
な
カ

ン
ナ
ガ
ラ
を
供
給
す
る
の
だ
と
い
う
。
山
車
も

自
分
た
ち
の
手
で
見
事
に
作
り
上
げ
た
。
立
派

な
伝
承
館
も
臼
澤
集
落
の
人
た
ち
の
手
で
建

て
た
の
だ
と
い
う
。

震
災
時
、
こ
の
伝
承
館
に
着
の
身
着
の
ま
ま

の
人
た
ち
が
逃
げ
込
ん
で
き
た
。
そ
の
姿
を
見

て
、「
こ
れ
は
大
変
だ
」
と
思
い
、
車
で
集
落

中
を
回
り
、
お
米
・
野
菜
の
手
配
を
頼
ん
だ
。

暫
く
す
る
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
続
々
と
食
べ
物

が
集
ま
り
、
当
初
二
〇
〇
人
近
い
人
た
ち
を
受

入
れ
、
さ
ら
に
大
釜
で
焚
い
た
ご
飯
で
、
避
難

し
て
き
た
人
た
ち
と
協
力
し
、
握
り
飯
を
大
量

に
作
り
、
下
の
弓
道
場
に
避
難
し
て
い
た
人
た

ち
に
届
け
た
の
だ
と
い
う
。
祭
・
芸
能
実
施
の

た
め
に
使
っ
て
い
た
大
量
の
食
器
類
が
役
に

立
っ
た
の
で
あ
る
。

「
被
災
者
が
被
災
者
を
助
け
た
所
は
そ
う
な

い
だ
ろ
う
」
と
胸
を
張
る
。
食
器
や
釜
は
新
日

鉄
釜
石
の
従
業
員
食
堂
が
閉
鎖
す
る
時
に
、
廃

棄
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
す
べ
て
の
道
具

を
譲
り
受
け
て
活
用
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

祭
り
の
執
行
で
培
わ
れ
た
運
営
行
動
能
力
が

フ
ル
に
活
用
で
き
た
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
地
域
の
芸
能
の
も
つ
甦
り
の
力

震
災
後
、
地
域
の
芸
能
が
あ
っ
た
お
陰
で
、

精
神
的
に
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
、
異

口
同
音
に
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
言
う
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
が
経
つ
と
、
街
が

消
え
て
し
ま
っ
た
現
実
が
重
く
の
し
か
か
る
。

い
つ
も
大
槌
で
面
倒
を
み
て
く
れ
た
中
須
賀

大
神
楽
保
存
会
の
会
長
さ
ん
（
調
査
当
時
）

は
、
温
厚
で
し
っ
か
り
し
た
元
気
な
田
舎
の
お

じ
い
さ
ん
で
あ
る
。
当
時
仮
設
住
宅
に
住
ん
で

い
た
。
家
を
失
い
家
族
・
親
戚
の
何
人
か
を
失

い
、
職
場
を
失
っ
た
人
が
、
元
気
に
振
舞
え
る

は
ず
は
な
い
の
に
、
復
活
を
遂
げ
た
郷
土
芸
能

の
発
展
の
た
め
に
、
囃
子
の
笛
を
子
供
た
ち
に

如
何
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
の
研
究
を

ノ
ー
ト
に
記
し
て
い
た
。
臼
澤
の
鹿
子
踊
保
存

会
長
と
い
い
、
中
須
賀
大
神
楽
保
存
会
長
と
い

い
、
研
究
し
郷
土
芸
能
の
発
展
的
継
承
の
た
め

に
尽
力
し
て
い
た
。
臼
澤
で
は
、
ポ
ッ
ト
に
苗

を
植
え
ド
ロ
ノ
キ
の
効
率
的
な
栽
培
法
を
試

し
て
い
る
。
震
災
か
ら
地
域
の
人
々
を
助
け
、

芸
能
を
絶
え
さ
せ
な
い
た
め
に
労
を
惜
し
ま

な
い
。
地
域
の
伝
統
文
化
を
伝
え
る
指
導
者
た

ち
は
地
域
を
守
り
、
甦
ら
せ
る
力
を
持
っ
て
い

た
す
ご
い
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
　
　

⃝　
　

⃝　
　

⃝　
　

⃝

古
代
に
つ
な
が
る
芸
能
を
研
究
し
て
い
た

折
口
信
夫
は
、
温
泉
好
き
で
あ
っ
た
。
箱
根
の

仙
石
原
の
別
荘
に
温
泉
を
引
い
て
い
た
。

折
口
は
「
山
の
湯
雑
記
」
と
題
し
た
東
北
の

温
泉
巡
り
の
紀
行
文
（『
折
口
信
夫
全
集
』
第

廿
八
巻
、
中
央
公
論
社
）
を
書
い
て
い
る
。
折

口
が
温
泉
好
き
だ
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

折
口
は
温
泉
を
若
返
り
の
変
若
水
（
を
ち
み

づ
）
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

折
口
は
生
活
の
苦
し
か
っ
た
若
い
頃
、
原
稿

料
を
前
借
し
、『
萬
葉
集
辞
典
』
を
大
正
八
年

［旧大槌役場前お旅所にて白澤鹿子踊］
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に
公
刊
し
た
。
其
中
に
変
若
水
と
言
ふ
万
葉
の

用
語
に
関
し
た
解
釈
を
書
い
て
い
る
。「
万
葉

に
月
読
（
ツ
キ
ヨ
ミ
）
の
持
（
モ
）
た
る
変
若

水
（
ヲ
チ
ミ
ヅ
）
と
言
ふ
語
が
あ
る
」
と
。
そ

れ
は
万
葉
集
巻
十
三
の
三
二
四
五
番
の
歌
の

こ
と
で
あ
る
。

「
天
橋
も
長
く
も
が
も 

高
山
も
高
く
も
が
も 

月
夜
見
の
持
て
る
を
ち
水 

い
取
り
来
て 

君
に

奉
り
て 

を
ち
得
て
し
か
も
」

反
歌　
「
天
な
る
や
月
日
の
ご
と
く 

我
が
思

へ
る 

君
が
日
に
異
に 

老
ゆ
ら
く
惜
し
も
」

（
三
二
四
六
番
）

と
い
う
歌
が
見
ら
れ
、
年
老
い
て
い
く
君
を

嘆
い
て
、
ど
う
に
か
し
て
月
夜
見
が
持
つ
と
い

う
「
を
ち
水
」
を
手
に
入
れ
て
、
奉
り
、
若
返

ら
せ
た
い
と
の
願
い
を
詠
ん
で
い
る
と
解
釈

し
た
。

こ
の
「
を
ち
水
」
に
つ
い
て
折
口
は
、

ね
ふ
す
き
い
さ
ん
は
か
う
言
う
た
。
宮

古
方
言
し
ぢ
ゆ
ん
―
日
本
式
に
言
ふ
と
、

し
で
る
―
は
、
若
返
る
と
言
ふ
の
が
、
其

正
し
い
用
語
例
で
あ
る
。
沖
縄
諸
島
の
真

の
初
春
に
当
る
清
明
節
の
朝
汲
ん
だ
水
は
、

神
聖
視
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
あ
る
地
方
で
は

„
節
（
シ
チ
）
の
若
水
（
ワ
カ
ミ
ヅ
）＂
と

言
ひ
、
あ
る
処
で
は
„
節
（
シ
チ
）
の
し

ぢ
水
＂
と
称
へ
て
ゐ
る
。
言
ふ
ま
で
も
な

く
、
日
本
の
正
月
の
若
水
だ
。

（「
若
水
の
話
」『
古
代
研
究
』
第
一
部
民
俗

学
篇
第
一
、
大
岡
山
書
店
、
昭
和
四
年
刊
）。

折
口
が
言
う
ね
ふ
す
き
い
さ
ん
と
は
ニ
コ

ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の
こ
と
で
、『
月
と
不
死
』

な
ど
を
も
の
し
た
東
洋
言
語
学
者
・
民
俗
学

者
で
あ
る
。
帰
国
し
て
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学

（
旧
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
大
学
）
の
教
授
と
な
る
が
、

昭
和
十
二
年
十
月
四
日
、
日
本
の
ス
パ
イ
と
の

疑
い
を
か
け
ら
れ
、
日
本
人
の
妻
と
と
も
に
逮

捕
さ
れ
、
翌
月
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
お
い
て

「
国
家
叛
逆
罪
」
で
銃
殺
刑
に
処
さ
れ
た
異
能

の
言
語
学
者
で
あ
っ
た
。

先
の
折
口
の
文
章
は
、
大
正
十
年
三
月
、
折

口
信
夫
邸
で
開
催
さ
れ
た
沖
縄
の
信
仰
に
関

す
る
研
究
会
の
席
上
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
地
域
の
芸
能
に
見
ら
れ
る
湯
水

変
若
水
と
は
若
返
り
の
水
と
い
う
意
味
と

と
も
に
、
死
か
ら
の
再
生
を
可
能
に
す
る
水
と

も
言
え
る
と
折
口
は
述
べ
て
い
る
。

折
口
が
『
古
代
研
究
』
執
筆
の
た
め
に
大
正

終
わ
り
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
調
査
地
と
し
て

い
た
天
龍
川
中
流
域
の
山
間
部
に
伝
承
さ
れ

て
い
る
霜
月
神
楽
の
多
く
は
、
湯
立
（
ゆ
た

て
）
を
行
な
っ
て
い
た
。

神
歌
を
歌
い
、
神
楽
を
舞
い
、
湯
立
を
く
り

返
す
。
最
後
に
湯
囃
（
ゆ
ば
や
）
し
と
い
う
演

目
が
あ
っ
て
、
観
客
達
に
熱
湯
を
浴
び
せ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
、
若
返
り
の
湯
水
（
若
水
）

で
あ
る
。
神
子
の
儀
式
で
は
、
病
気
平
癒
や
健

康
回
復
の
願
を
か
け
た
人
た
ち
が
、
釜
の
湯

を
、
神
歌
に
合
わ
せ
て
振
り
か
け
ら
れ
な
が

ら
、
身
体
中
を
湯
水
に
浸
し
た
笹
で
撫
で
ら
れ

て
、
神
様
の
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
新
し

い
命
と
身
体
を
手
に
入
れ
る
の
で
あ
る
。

　
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
祭
事
と
聖
水

長
崎
県
生
月
島
で
は
、「
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ

ン
」
の
祭
に
オ
ラ
シ
ョ
が
唱
え
ら
れ
る
。
オ
ラ

シ
ョ
（O

ratio

ラ
テ
ン
語
で
祈
祷
文
の
意
）
を

唱
え
は
じ
め
る
前
に
、「
座
揃
い
」
と
い
っ
て

皆
が
座
に
着
く
。
そ
し
て
「
神
寄
せ
」
で
、
ゼ

ウ
ス
様
、
イ
エ
ズ
ス
様
、
マ
リ
ア
様
は
じ
め
地

域
の
神
々
ま
で
を
も
呼
び
寄
せ
る
。「
神
寄
せ
」

が
済
む
と
『
申
し
上
げ
（
申
し
立
て
）』
が
な

さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
行
な
う
行
事
の
目
的
、
願

い
事
を
あ
ら
か
じ
め
神
様
に
申
し
上
げ
る
の

で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
種
々
の
意
味
を
込
め
た
オ
ラ

シ
ョ
（
神
歌
）
が
歌
わ
れ
る
。
こ
の
形
は
、
紛

れ
も
な
く
中
世
起
源
の
天
龍
川
中
流
域
の
祭

と
同
じ
構
成
で
あ
る
。
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の

祭
の
始
ま
り
部
分
は
、
霜
月
神
楽
の
神
降
ろ
し

の
構
造
そ
の
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
生
月
島

で
ダ
ン
ジ
ク
様
の
祭
と
オ
ラ
シ
ョ
を
観
察
す

る
機
会
を
何
度
か
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

天
龍
川
中
流
域
に
分
布
す
る
奥
三
河
一
帯

の
花
祭
、
北
遠
州
の
湯
立
神
楽
、
南
信
濃
遠
山

地
方
の
霜
月
神
楽
の
神
降
ろ
し
も
「
座
揃
い
」

か
ら
始
ま
り
、
場
を
清
め
、
竈
に
火
を
入
れ
て

か
ら
「
神
名
帳
」
で
全
国
津
々
浦
々
の
大
き
く

高
い
神
格
の
神
々
と
地
域
の
小
祠
に
祀
る
小

さ
な
低
い
神
々
を
祭
場
に
招
き
降
ろ
す
。
続
い

て
「
申
し
上
げ
」
で
来
臨
し
た
神
々
に
五
穀
豊

穣
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災
他
を
お
願
い
す

る
。
そ
れ
か
ら
湯
立
と
神
楽
が
続
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

生
月
島
山
田
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
「
神
寄
せ

の
オ
ラ
シ
ョ
」
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
母

マ
リ
ア
様
、
天
国
と
ま
ず
大
き
な
神
の
御
名
を

称
え
て
か
ら
、
生
月
・
平
戸
島
の
地
域
に
祀
ら

れ
て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
地
域
神
、
殉
教
者
を

祭
場
に
降
ろ
す
。
神
様
の
神
格
が
大
き
い
神
か

ら
小
さ
い
神
へ
変
わ
っ
て
行
く
構
成
に
な
っ

て
い
た
。

こ
の
神
降
ろ
し
の
形
式
は
、
先
述
し
た
よ
う

に
日
本
の
中
世
芸
能
で
あ
る
、
霜
月
神
楽
の
神

降
ろ
し
の
構
造
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
。

ま
さ
に
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
宿
で
の
行
事

の
「
神
寄
せ
」
で
呼
び
降
ろ
さ
れ
る
殉
教
者
た

ち
は
、
日
本
に
お
け
る
地
域
独
特
の
神
な
の
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
神
道
の
神
事
も
カ
ク
レ
キ

リ
シ
タ
ン
の
祭
事
も
神
降
ろ
し
の
構
造
と
全

体
の
儀
礼
構
成
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

「
お
や
じ
様
」
を
中
心
と
し
た
信
仰
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
、
一
月
一
日
、
聖
地
中
江
ノ
島
の

サ
ン
ジ
ワ
ン
様
脇
の
沢
か
ら
滲
み
だ
す
聖
水
（
お

水
）
を
採
取
し
て
、
鶴
首
の
小
壺
に
貯
め
る
。

祭
の
時
に
は
、
オ
ラ
シ
ョ
を
歌
い
な
が
ら
、

小
さ
な
棒
で
壺
か
ら
お
水
を
掬
い
取
り
、
神
前

や
参
加
者
た
ち
に
振
り
か
け
る
。
甦
り
の
若
水

を
振
り
か
け
ら
れ
て
若
返
る
の
で
あ
る
。
湯
立

神
楽
と
共
通
し
て
い
る
。
外
来
の
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
は
、
年
の
始
め
に
汲
み
貯
め
た
甦
り
の
若

水
を
、
祭
事
に
取
り
入
れ
て
、
命
の
甦
り
を
重

要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
今
日
ま
で
伝
承
し
て

き
た
。

　
結
語

古
い
日
本
の
祭
・
芸
能
が
果
た
し
て
き
た

役
割
は
、
共
同
体
の
絆
の
再
生
と
若
水
を
浴
び

た
人
々
の
命
の
甦
り
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
と
い
う
外
来
の

信
仰
で
さ
え
、
日
本
化
し
若
水
の
甦
り
の
モ

チ
ー
フ
が
、
祭
事
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
不
思

議
に
海
の
盆
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

［ダンジク様の祭　聖水をふりかける］

［遠山霜月祭　湯釜と宮天白］
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埼
玉
県
行
田
市
桜
町

　
　
　
長
野
さ
さ
ら
獅
子
舞
保
存
会

�

会
長
　
島
嵜
　
光
司

（
令
和
七
年
度
助
成
先
）

◇
三
〇
〇
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史

　

埼
玉
県
の
旧
長
野
村
、
現
在
の
埼
玉

県
行
田
市
の
鎮
守　

久
伊
豆
神
社
の
大

祭
は
、
毎
年
九
月
十
八
日
、
十
九
日
に
執

り
行
な
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、

家
内
安
全
を
祈
り
、
さ
さ
ら
獅
子
舞
が

奉
納
さ
れ
て
き
た
。行
田
市
史
に
よ
れ
ば

一
七
一
三
年
よ
り
始
め
ら
れ
た
と
の
記
録

が
あ
る
。
ま
た
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三

年
）
に
松
平
下
総
守
が
桑
名
か
ら
忍
に
移

動
と
な
っ
た
際
、
忍
城
の
神
社
の
再
興
を

指
導
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
も
さ
れ

て
い
る
。
三
〇
〇
年
以
上
、
受
け
継
が
れ

て
き
た
歴
史
あ
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
。

［継承されてきた歴史］

　

た
だ
、
順
風
満
帆
に
継
承
さ
れ
て
き
た

わ
け
で
は
な
い
。昭
和
四
十
三
年
頃
に
は

二
〇
代
の
す
り
手
も
お
ら
ず
、
祭
り
で

も
獅
子
舞
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
世
襲
制
で
行
な
っ
て
い
た
が
、

後
継
者
不
足
か
ら
途
絶
え
て
い
た
時
期

が
あ
る
。そ
れ
に
心
痛
め
た
長
野
地
区
で

そ
れ
ま
で
踊
っ
て
き
た
す
り
手
の
方
々

や
一
桜
町
内
の
方
々
が
立
ち
上
が
り
、

青
年
部
を
中
心
に
後
継
者
育
成
を
行
な

い
始
め
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
に
長
野

さ
さ
ら
獅
子
舞
保
存
会
が
設
立
さ
れ
た
。

◇
継
承
さ
れ
て
き
た
演
目
と
舞
台

　

演
目
は
現
在
、
四
演
目
（
笹
が
か
り
、

花
割
り
、
鐘
巻
、
弓
く
ぐ
り
）
の
み
が
継

承
さ
れ
て
い
る
。太
刀
を
使
っ
た
四
方
固

め
、
太
刀
と
棒
使
い
で
悪
魔
祓
い
と
身

を
清
め
て
い
た
演
目
、
お
か
め
、
ひ
ょ
っ

と
こ
に
よ
る
お
こ
わ
ざ
（
風
紀
上
よ
く

な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
手
が
こ
ん
で
い

た
）
と
い
っ
た
こ
れ
ら
の
演
目
は
、
残
念

な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

［躍動する獅子たち］

　

以
前
は
、
旧
長
野
村
の
地
域
を
回
っ

て
い
た
。
久
伊
豆
神
社
、
長
久
寺
、
我
空

薬
師
、
白
山
神
社
の
各
境
内
、
氏
子
代
表

の
家
々
に
庭
を
用
い
た
地
上
舞
台
で
奉

納
し
て
い
た
。
し
か
し
、
保
存
会
設
立
以

降
、
久
伊
豆
神
社
、
長
久
寺
、
東
行
田
駅

前
、
一
桜
公
園
の
み
で
の
奉
納
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
野
地
区
の
文
化

祭
で
演
目
の
披
露
を
行
な
っ
て
い
る
。

◇
変
え
る
も
の
・
変
え
て
は
な
ら
な

い
も
の

　

平
成
二
年
頃
、
若
手
育
成
の
た
め
に

思
い
切
っ
た
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
保
存
会
の
獅
子
方
以
外
は
、

主
に
男
性
が
中
心
で
浴
衣
に
半
纏
を
着

て
い
た
。
そ
の
衣
装
を
、
花
持
ち
は
巫
女

装
束
に
、
笛
方
は
袴
に
変
え
た
。
さ
ら
に

地
元
の
小
学
生
の
女
の
子
に
花
持
ち
を

依
頼
。
こ
の
取
組
み
は
今
で
も
継
続
し
、

花
持
ち
を
経
験
し
た
子
ど
も
が
笛
方
に

憧
れ
、
成
人
し
て
か
ら
も
保
存
会
員
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
変
え
る
こ
と
は
大
き
な

決
断
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

［華やかさを加える花笠］

　

そ
の
新
た
な
取
組
み
の
姿
勢
は
根
付

い
て
い
る
。
平
成
十
六
年
頃
、
幼
少
時
に

お
祭
り
を
体
験
し
て
い
た
男
性
二
人
の

入
会
を
き
っ
か
け
に
練
習
風
景
の
映
像

を
記
録
。
そ
れ
を
活
用
し
、
初
年
度
に
獅

子
方
と
し
て
三
つ
の
演
目
に
出
演
。
ま

た
、
そ
れ
ま
で
笛
方
は
、
師
匠
の
指
を
観

て
覚
え
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
平

成
二
十
三
年
に
す
べ
て
の
楽
曲
を
指
符

お
よ
び
譜
面
に
起
こ
し
、
映
像
記
録
と
し

てY
ouT
ube

、
歴
史
や
道
具
の
記
録
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
い
つ

で
も
見
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
き
た
。

◇
時
代
の
変
遷
に
合
わ
せ
た
思
い

切
っ
た
取
組
み

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。そ
れ
ま
で
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
は
長
野
地
区
在
住
、
出

身
者
に
限
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
継
承
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
地
域

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
会
員
を
募
る

こ
と
を
行
な
っ
て
き
た
。平
成
二
十
七
年

に
は
、
獅
子
方
、
笛
方
を
含
め
、
四
〇
代

の
み
で
、
す
べ
て
の
演
目
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
、
二
〇
代
、
三
〇
代
は
少
な
く
、

こ
の
年
代
の
会
員
を
増
や
す
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。そ
の
た
め
の
取
組
み
の
一
例

を
ご
紹
介
す
る
。
令
和
四
年
に
は
、
も
の

つ
く
り
大
学
、
令
和
五
年
に
は
、
東
京
藝

術
大
学
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生
一
名

ず
つ
。
卒
業
研
究
と
し
て
、
練
習
よ
り
参

加
し
、
客
観
的
な
目
線
か
ら
活
動
記
録
に

残
す
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
七
年
に
は
、
啓
蒙
活
動
の
一
環

と
し
て
、
郷
土
芸
能
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
演
、
学
園
祭
で
の
出
演
等
、
積
極
的
に

行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
練
習
や
祭
り
で
の
風
景
の
発
信
な
ど

も
同
時
に
し
て
い
る
。

［繋がりが力となる］

　

た
だ
、
伝
統
芸
能
に
参
加
す
る
価
値

や
意
義
は
、
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
は
難

し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
気
軽
に
獅
子
舞

に
触
れ
、
楽
器
に
触
れ
る
機
会
を
多
く

作
る
。
ま
た
、
獅
子
舞
を
擦
る
（
舞
う
こ

と
）
や
演
奏
す
る
こ
と
の
喜
び
、
日
々
の

練
習
や
道
具
作
り
な
ど
の
時
間
だ
け
で

な
く
、
食
卓
を
囲
む
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

あ
る
。

◇
祭
り
の
本
当
の
価
値
を
問
い
直
す

　

伝
統
芸
能
は
地
域
に
根
差
し
た
神
事

の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
氏
子
の
た
め

に
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
願
い
、
奉

納
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
つ
し
か
そ

の
祭
り
そ
の
も
の
の
本
来
の
意
義
・
意
味

は
薄
れ
て
き
て
い
る
の
が
、
実
情
で
あ
る
。

保
存
会
発
足
時
の
言
葉
を
紹
介
す
る
。

　

＂祖
先
の
つ
く
り
あ
げ
た
文
化
遺
産
の

保
存
と
、
地
域
の
人
々
の
心
の
交
流
、
さ

ら
に
は
次
代
を
担
う
青
少
年
の
郷
土
文

化
へ
の
啓
蒙
と
健
全
育
成
を
念
ず
る＂

［受け継がれてきた道具］

　

こ
の
原
点
に
帰
り
、
も
う
一
度
、
祭
り

ご
と
の
本
質
を
地
域
の
人
た
ち
へ
伝
え
、

神
社
か
ら
再
興
す
る
こ
と
が
、
住
む

人
々
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
、
伝
統

芸
能
の
継
承
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
伝
統
文
化
継
承
に
取
り
組

ん
で
い
る
多
々
あ
る
中
で
、
当
保
存
会
へ

助
成
金
を
交
付
い
た
だ
き
感
謝
申
し
あ

げ
る
。
引
き
続
き
行
政
、
大
学
、
地
域
の

人
々
と
連
携
し
、
次
世
代
に
繋
げ
て
い

く
地
盤
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
き
た
い
。

寄 稿

時
代
変
化
に
合
わ
せ
た

伝
統
芸
能
の
取
組
み
の
必
要
性
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福
井
県
福
井
市
手
寄
町

　
　
　
馬
鹿
ば
や
し
保
存
会

�

会
長
　
渡
邉
　
本
爾

（
令
和
七
年
度
助
成
先
）

◇
火
産
霊
神
社
の
歴
史

　

火
産
霊
神
社
（
旧
秋
葉
神
社
）
は
福
井

駅
東
口
か
ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
の
福
井
市

手
寄
町
に
鎮
座
す
る
神
社
で
す
。神
社
の

社
伝
に
よ
る
と
、
創
祀
は
福
井
藩
祖
結

城
秀
康
公
が
遠
江
国
秋
葉
神
社
の
御
分

霊
を
城
内
に
勧
請
し
、
慶
長
六
年

（
一
六
〇
一
）
当
国
北
ノ
庄
城
（
現
在
の

福
井
）
に
移
封
す
る
時
に
、
居
城
の
東
南

端
の
地
（
福
井
市
豊
島
）
に
移
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
以
後
、
領
内
唯
一
の
防

火
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
福
井
藩
主
松

平
家
の
祈
願
所
と
し
て
歴
代
城
主
の
崇

敬
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。そ
の
頃

か
ら
「
馬
鹿
ば
や
し
」
と
い
う
「
太
鼓
ば

や
し
」
が
神
社
の
神
楽
殿
で
奉
納
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。な
お
明
治
元
年

に
神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
、
明
治
五
年

に
は
福
蔵
院
秋
葉
神
社
を
火
産
霊
神
社

に
改
称
し
ま
し
た
。

◇
「
馬
鹿
ば
や
し
」
と
は

　

火
産
霊
神
社
に
伝
承
さ
れ
る
「
馬
鹿

鹿
ば
や
し
」
芸
能
は
昭
和
三
十
七
年
に

福
井
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。毎
年
五
月
二
十
四
日
春
季
御
例

祭
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。「
馬
鹿
」
と
い
わ

れ
る
由
縁
は
不
詳
で
す
が
、
福
井
藩
主

松
平
家
二
代
藩
主
忠
直
公
の
側
室
一
国

女
が
、
お
ど
け
た
「
か
ぶ
ら
や
」
を
見
て

ク
ス
ッ
と
笑
っ
た
こ
と
か
ら
、
城
内
に

入
る
許
可
を
得
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
「
馬
鹿
ば
や
し
」
自
体
は
室

町
時
代
（
一
三
三
六
〜
一
五
七
三
年
）
に

始
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
一
乗

谷
朝
倉
家
の
ご
用
商
人
多
田
善
四
郎
氏

が
お
面
を
寄
付
し
、
同
時
に
「
馬
鹿
ば
や

し
」
の
芸
能
を
伝
え
た
と
い
う
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

［馬鹿ばやし］

　

舞
台
の
中
央
に
大
太
鼓
を
据
え
、
お

面
を
付
け
た
演
者
が
一
人
ず
つ
順
番
に

笛
と
小
太
鼓
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
大

太
鼓
を
打
ち
ま
す
。お
囃
子
の
旋
律
は
一

つ
で
、
例
え
ば
、
＂ひ
ょ
っ
と
こ＂
で
あ

れ
ば
動
作
は
力
強
さ
よ
り
は
、
滑
稽
さ

を
表
現
し
ま
す
。
＂お
多
福＂
の
場
合
、

動
作
は
静
か
に
優
し
い
感
じ
の
打
ち
方

を
演
じ
ま
す
。こ
れ
は
全
国
的
に
は
類
を

見
な
い
独
特
の
芸
能
で
、
そ
の
特
徴
は

お
面
の
持
つ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
い
か
に

演
者
が
身
体
や
音
を
用
い
て
表
現
す
る

か
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

［馬鹿ばやしの12面の面のうち
お多福とひょっとこ］

◇
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
つ
い
て

　

昭
和
二
十
年
福
井
空
襲
・
昭
和

二
十
三
年
福
井
震
災
の
際
に
は
社
殿
も

含
め
、
多
く
が
焼
き
尽
く
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
境
内
に
現
存
す
る
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
（
三
メ
ー
ト
ル
四
方
）
は
奇
跡

的
に
戦
禍
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
の
屋
根
に
は
焼
夷
弾
が
刺
さ
っ

て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
倉
庫
に
は
神
事
の
道
具
、
お
面

や
太
鼓
、
舞
台
道
具
な
ど
が
収
納
さ
れ

て
お
り
、
被
災
せ
ず
に
守
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
倉
庫
は
、
四
方
に
モ
ル
タ
ル
仕
上

げ
の
犬
走
り
を
施
し
た
煉
瓦
造
の
小
規

模
な
建
物
で
す
。外
形
は
正
方
形
で
四
隅

に
柱
型
を
持
つ
「
イ
ギ
リ
ス
積
み
」
と
呼

ば
れ
る
形
式
で
、
煉
瓦
は
軒
ま
で
が
「
焼

成
煉
瓦
」
と
よ
ば
れ
る
火
に
強
い
原
料

を
低
温
で
加
熱
し
再
度
密
着
さ
せ
て
強

化
し
た
煉
瓦
を
使
っ
て
い
ま
す
。内
側
の

壁
、
天
井
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
、
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
最
先
端
の

構
造
建
築
と
さ
れ
て
い
ま
す
。正
面
内
壁

上
部
に
は
「
奉
納　

大
正　

拾
四
年
八

月　

熊
谷
三
太
郎
氏　

発
起
人　

井
上

與
藏
」
の
墨
書
銘
が
あ
り
、
明
治
三
十
一

年
に
熊
谷
組
を
創
業
し
た
熊
谷
三
太
郎

の
施
工
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
倉
庫
が

令
和
五
年
福
井
市
指
定
有
形
文
化
財
建

造
物
に
な
り
ま
し
た
。

［赤レンガ倉庫］

　

今
後
も
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
が
残
し
て
く

れ
た
文
化
財
を
大
切
に
活
用
し
、
こ
の

伝
統
芸
能
を
通
し
て
次
世
代
を
生
き
抜

く
子
ど
も
達
と
と
も
に
継
承
し
発
展
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

◇
今
後
の
文
化
財
の
継
承

　

近
年
、
地
域
の
公
民
館
で
月
に
一
回
、

小
学
生
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
「
子
ど

も
馬
鹿
ば
や
し
」
の
練
習
会
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。子
ど
も
達
の
上
達
ス
ピ
ー
ド

は
速
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
動
作
を
丁
寧

に
取
り
組
む
姿
は
、
学
ぶ
と
こ
ろ
も
多

い
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
大
人
の

行
な
う
動
作
を
実
に
よ
く
観
察
し
て
い

て
、
大
人
が
演
じ
る
動
作
を
、
い
つ
の
間

に
か
自
分
た
ち
の
動
き
と
し
て
巧
み
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
同
士
で
か

ら
か
い
あ
い
な
が
ら
練
習
し
た
り
し
て
、

仲
間
意
識
も
自
然
に
育
ち
、
休
憩
の
時

に
は
学
年
を
超
え
て
、
全
体
で
遊
ぶ

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。伝
統
芸

能
を
学
び
な
が
ら
、
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
も
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
く
も

の
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

［旭っこ自主活動子ども馬鹿ばやし］

　

今
回
財
団
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
舞

台
で
使
用
す
る
中
幕
を
新
調
し
た
と
こ

ろ
、
子
ど
も
達
を
含
め
演
ず
る
メ
ン

バ
ー
の
多
く
は
、
さ
ら
に
緊
張
感
を

持
っ
て
演
じ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

演
じ
き
っ
た
後
の
達
成
感
が
表
情
に
表

れ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
春
季
御
例
祭
に
神
楽
殿
で
奉
納

さ
れ
る
「
馬
鹿
ば
や
し
」
で
す
が
、
昔
は

例
祭
式
典
終
了
後
、
氏
子
が
各
町
内
を

練
り
歩
き
、
ま
た
近
年
で
は
一
〇
年
に

一
度
の
大
祭
の
折
に
、
山
車
に
組
み
立

て
ら
れ
た
山
の
上
で
町
内
を
披
露
し
て

回
り
ま
し
た
。た
だ
残
念
な
こ
と
に
山
車

を
引
く
た
め
に
は
大
勢
の
人
が
必
要
で

あ
り
、
多
額
の
経
費
も
か
か
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、
記
念
大
祭
の
巡
行
す
ら
困
難

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
で

あ
ろ
う
と
も
、
い
つ
の
日
か
、
今
頑
張
っ

て
く
れ
る
子
ど
も
達
が
山
車
を
用
い
て

町
内
を
練
り
歩
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

寄 稿

火
産
霊
（
ほ
む
す
び
）
神
社
に
伝
わ
る

福
井
県
無
形
民
俗
文
化
財
「
馬
鹿
ば
や
し
」

［報徳幼稚園馬鹿ばやし］

［火産霊神社（ほむすびじんじゃ）］
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島
根
県
益
田
市
美
都
町

　
　
　
三
谷
神
楽
社
中

�

代
表
　
橋
渡
　
徹
也

（
令
和
七
年
度
助
成
先
）

◇
発
足
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

　

地
域
の
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
を
祈

念
す
る
た
め
、
明
治
初
年
、
大
神
楽
神
社

の
宮
司
・
大
石
千
代
太
が
美
都
町
中
倉

の
三
浦
民
七
に
教
え
て
一
座
を
つ
く
ら

せ
た
の
が
三
谷
神
楽
社
中
の
は
じ
ま
り

で
す
。こ
れ
は
西
流
と
い
わ
れ
る
六
調
子

の
神
楽
で
し
た
。
そ
の
後
、
浜
田
市
長
浜

町
を
中
心
と
し
て
盛
ん
に
な
っ
た
八
調

子
革
新
神
楽
舞
（
東
流
）
は
、
明
治

二
十
七
年
鎌
手
の
宇
治
に
波
及
し
、
こ

こ
を
中
心
と
し
て
石
見
西
部
地
方
に
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
の

末
頃
こ
の
革
新
神
楽
は
、
田
原
初
造
、
長

岡
広
一
郎
、
篠
原
金
之
助
ら
に
よ
り
、
宇

治
社
中
か
ら
三
谷
神
楽
社
中
へ
と
取
り

入
れ
ら
れ
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
美
都

町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
受
け
継
が
れ
る
「
衣
装
と
面
」

　

三
谷
神
楽
の
衣
装
は
、
昭
和
の
初
め

頃
ま
で
は
更
紗
、
友
禅
、
金
襴
等
で
作
っ

た
簡
素
な
物
で
し
た
が
、
昭
和
十
年
益

田
市
豊
川
町
の
栃
山
よ
り
四
五
〇
円
で

刺
繍
物
の
立
派
な
衣
装
一
式
を
購
入
し

ま
し
た
。当
時
こ
の
衣
装
は
他
社
中
に
は

見
ら
れ
な
い
立
派
な
も
の
で
、
近
隣
で

は
群
を
ぬ
き
、
見
物
者
を
魅
了
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
面
に
つ
い
て

は
、
初
期
の
頃
は
用
い
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
東
流
に
な
り
使
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

木
彫
り
の
も
の
が
多
く
、
眉
毛
の
上
が

ぐ
る
ぐ
る
と
廻
っ
て
い
る
も
の
や
、
麦

ま
ん
じ
ゅ
う
と
呼
ば
れ
古
く
か
ら
伝
わ

る
三
谷
神
楽
社
中
独
特
の
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
面
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

［木彫りの神面　演目：切目］

　

舞
や
奏
楽
だ
け
で
は
な
く
、
衣
装
や
道

具
一
つ
ひ
と
つ
も
三
谷
神
楽
を
象
徴
す
る

伝
統
で
あ
る
と
い
う
教
え
か
ら
、
毎
年
修

繕
や
復
元
を
行
な
い
、
大
切
に
受
け
継
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
度
の
助
成

金
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
人
よ

り
永
く
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
衣

装
や
道
具
の
復
元
を
行
な
い
、
十
数
年

ぶ
り
に
復
活
致
し
ま
す
演
目
「
楠
公
・
楠

木
正
成
」
で
使
用
し
、
令
和
七
年
一
一
月

に
地
元
美
都
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
神
楽

大
会
に
お
い
て
披
露
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

◇「
三
谷
神
楽
ら
し
さ
」

　

前
文
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
三
谷
神

楽
は
昭
和
五
十
六
年
に
美
都
町
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。「
有

形
」
で
は
な
く
「
無
形
」
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
タ
イ
ト
ル
に
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
「
三
谷
神
楽
ら
し
さ
」
が
秘
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
文
字
通
り
「
形
が
無
い
」
民

俗
文
化
財
で
あ
る
が
故
に
、
先
人
達
の

舞
は
「
流
れ
」
の
み
が
共
通
認
識
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
り
、
各
々
の
個
性
的
な

所
作
が
集
い
形
を
成
し
て
お
り
ま
し
た
。

故
に
、
先
人
達
か
ら
の
教
え
は
人
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
て
お
り
、
二
人
と
し
て
同
じ
教

え
を
さ
れ
る
方
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ

の
「
三
谷
神
楽
ら
し
さ
」
と
い
う
目
に
見

え
ぬ
伝
統
と
向
き
合
う
中
に
あ
っ
て
、

「
三
谷
は
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
え
ぇ
舞
を
す

る
な
ぁ
」
と
い
う
地
元
の
方
達
の
声
を
い

た
だ
き
ま
す
。「
三
谷
神
楽
ら
し
さ
」は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
継
承
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、
新
た
に
入
っ
た

社
中
員
か
ら
「
み
ん
な
言
う
こ
と
が
バ
ラ

バ
ラ
で
ど
れ
が
正
し
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
も
し
っ
か

り
と
継
承
し
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

◇
三
谷
神
楽
の
「
本
質
」
と
は

　

目
に
見
え
な
い
「
三
谷
神
楽
ら
し
さ
」

を
体
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、

ま
た
先
人
達
か
ら
の
教
え
の
一
つ
で
も

あ
る
「
味
の
あ
る
舞
を
し
な
い
と
い
け

な
い
」
と
い
う
言
葉
も
実
に
抽
象
的
で

あ
り
、「
無
形
」
が
故
の
難
し
さ
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。
要
は
、「
形
に
捉
わ
れ
ず
本

質
を
極
め
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。一
つ
ひ
と
つ

の
演
目
に
込
め
ら
れ
た
想
い
や
背
景
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
の
人
物
像
な
ど
を
理
解

す
る
こ
と
も
本
質
を
極
め
る
に
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
が
、
最
も
大
切
な
も
の

は
社
中
員
そ
れ
ぞ
れ
の
「
生
き
様
」
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
不
思
議
と
こ
の
「
生
き

様
」
が
如
実
に
神
楽
に
表
れ
、
観
る
人
の

心
の
動
き
を
決
め
る
の
で
す
。神
楽
の
練

習
を
す
る
だ
け
で
は
、
上
手
に
な
っ
て

も
観
る
人
を
魅
了
で
き
な
い
。先
人
達
の

「
生
き
様
」
か
ら
そ
う
い
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
ま
す
。

◇
次
世
代
へ

　

神
楽
の
練
習
を
す
る
だ
け
で
は
、
上

手
に
な
っ
て
も
観
る
人
を
魅
了
で
き
な

い
。
前
文
で
触
れ
た
こ
の
こ
と
を
、
指
導

を
し
て
い
る
「
三
谷
神
楽
キ
ッ
ズ
」
に
お

い
て
も
実
感
し
ま
す
。礼
儀
を
重
ん
じ
て

礼
節
を
実
行
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
お

り
、
こ
れ
が
身
に
付
い
て
い
る
子
の
神

楽
は
観
る
人
に
感
動
を
与
え
ま
す
。し
か

し
、
鬼
を
演
じ
て
も
真
面
目
な
鬼
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
も
ま
た

「
生
き
様
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
く
中
で
、

「
生
き
様
」
に
深
み
が
生
ま
れ
、
三
谷
神

楽
キ
ッ
ズ
の
時
と
は
ま
た
違
っ
た
神
楽

を
魅
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

［初めて女の子達だけで
取り組んだ演目：塩祓い］

寄 稿

無
形
民
俗
文
化
財
た
る

　
　
　「
三
谷
神
楽
」
ら
し
さ

［左：復元後　右：復元前
面師と共に購入当時の色合いを

模索しながら復元］［三谷神楽を代表する演目：鐘馗］

［演目：塵輪］
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香
川
県
丸
亀
市
垂
水
町

　
　
　
垂
水
神
社
奴
組
保
存
会

�

会
長
　
今
田
　
洋
文

（
令
和
七
年
度
助
成
先
）

◇
垂
水
町
の
変
遷
と
垂
水
神
社
の
役
割

　

垂
水
町
は
、
丸
亀
の
市
街
地
か
ら
南

に
約
一
〇
キ
ロ
に
位
置
す
る
田
園
地
帯

に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
都
市
化
が
進
み
多
く
の
団

地
が
造
成
さ
れ
田
畑
は
減
少
し
町
の
風

景
も
一
変
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
五
年
は
、
五
〇
〇
世
帯
、
人

口
二
〇
〇
〇
人
の
農
村
地
帯
の
小
さ
な

町
で
し
た
が
、
近
年
で
は
、
二
二
〇
〇
世

帯
、
人
口
も
五
五
〇
〇
人
ま
で
増
加
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
新
興
住
宅
地
で
は
、

多
く
の
子
供
や
若
者
達
で
活
気
に
溢
れ

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

［三百年振りに改築された社殿］

　

一
方
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

達
が
住
ん
で
い
る
旧
来
の
自
治
会
は
高

齢
化
が
進
み
、
子
供
達
や
若
者
も
減
少

の
一
途
で
町
の
活
気
も
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
旧
来
の
自
治
会
が
、
鎮
守

の
社
「
垂
水
神
社
」
を
守
り
、
奴
組
や
獅

子
舞
等
の
伝
統
行
事
を
継
承
し
、
支
え

て
い
ま
す
が
、
課
題
も
山
積
し
て
い
ま

す
。

◇
垂
水
神
社
の
奴
組
の
歴
史
と
役
割

　

垂
水
神
社（
中
野 

都
宮
司
）の
奴
組
の

奉
納
は
、
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
頃
か

ら
始
ま
り
二
〇
〇
年
以
上
続
く
由
緒
あ

る
伝
統
行
事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

奴
組
は
、
挟
箱
が
二
つ
、
二
人
一
組
編

成
で
四
人
、
鳥
毛
が
六
本
、
二
人
一
組
編

成
で
一
二
人
、
総
勢
一
六
人
の
隊
列
を

組
み
、
祭
り
の
前
日
か
ら
「
伊
勢
音
頭
」

や
「
甚
句
」
を
歌
い
、
挟
箱
や
鳥
毛
を
投

げ
渡
す
奴
技
を
披
露
し
な
が
ら
町
内
の

家
々
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

奴
組
は
、
当
初
は
一
地
区
専
有
の
行

事
で
し
た
が
、
戦
後
若
者
の
減
少
に
伴

い
存
続
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
当

時
の
一
〇
の
自
治
会
が
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
奴
組
保
存
会
を
結
成
し
各
自
治

会
が
持
ち
回
り
で
受
け
持
つ
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

［新社殿の前で舞う獅子舞］

　

地
域
の
若
者
達
の
育
成
と
親
睦
、
そ

し
て
地
域
全
体
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

等
、
垂
水
神
社
の
貴
重
な
文
化
財
産
と

し
て
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

◇
湯
立
神
楽
と
地
域
の
文
化
財

　

も
う
一
つ
、
垂
水
神
社
に
は
、
香
川
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
湯
立
神
楽
」
が
あ
り
ま
す
。
宵
祭
り

の
終
夜
か
ら
夜
明
け
前
ま
で
神
事
が
続

き
、
夜
明
け
前
に
湯
棚
の
下
の
薪
に
火

を
入
れ
、
上
に
備
え
た
大
釜
で
湯
を
た

ぎ
ら
せ
御
神
体
を
湯
で
清
め
ま
す
。五
穀

豊
穣
と
町
民
の
家
内
安
全
を
祈
願
す
る

江
戸
時
代
か
ら
三
〇
〇
年
続
く
伝
統
行

事
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
参
拝
者

が
残
り
火
の
上
を
素
足
で
歩
き
身
体
健

全
を
祈
願
し
ま
す
。
こ
の
行
事
は
、
多
く

の
参
拝
者
が
参
加
し
、
地
域
の
文
化
財

と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

［無形民俗文化財に指定された
湯立神楽］

◇
奴
組
継
承
の
課
題
と
取
組
み

　

奴
組
を
継
承
し
て
い
く
上
で
二
つ
の

大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。一
つ
は
人
材

の
問
題
で
す
。
垂
水
町
に
は
、
旧
来
の

一
〇
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。初
年
度
は

頭
屋
、
次
年
度
は
奴
組
、
そ
の
翌
年
は
御

神
輿
担
ぎ
と
続
き
、
一
〇
年
に
一
度
自

治
会
の
持
ち
回
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

［氏子たちで注連縄
（しめなわ）作り］

　

特
に
、
奴
組
は
一
八
人
前
後
の
要
員

が
必
要
と
な
リ
、
ど
こ
の
自
治
会
も
高

齢
化
が
進
み
要
員
確
保
に
苦
労
し
て
い

ま
す
。地
区
外
に
出
た
子
供
達
を
呼
び
寄

せ
た
り
、
地
区
内
の
団
地
の
若
者
に
声

を
か
け
た
り
し
て
何
と
か
人
材
確
保
が

で
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
「
奴
お
助

け
隊
」
と
い
う
組
織
を
編
成
し
、
奴
の
要

員
確
保
に
困
っ
て
い
る
自
治
会
は
こ
の

お
助
け
隊
の
力
を
借
り
る
と
い
う
も
の

で
す
。
お
助
け
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
祭
り

が
三
度
の
飯
よ
り
好
き
、
と
い
う
若
者

や
奴
が
一
〇
年
に
一
度
で
は
物
足
り
な

い
、
と
い
う
人
達
で
編
成
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
奴
の
衣
装
・
道

具
の
問
題
で
す
。江
戸
時
代
か
ら
継
承
さ

れ
て
い
る
奴
は
、
使
用
し
て
い
る
衣
装

等
も
、
私
や
私
の
親
の
世
代
で
も
い
つ

作
っ
た
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
古
い

物
で
す
。今
回
新
調
す
る
挟
箱
や
前
掛
け

も
、
百
年
近
く
使
用
し
た
も
の
と
思
わ

れ
、
相
当
痛
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
調
す
る
に
あ
た
り
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
特

殊
な
も
の
だ
か
ら
、
と
言
わ
れ
、
想
定
以

上
に
高
額
で
私
達
は
途
方
に
暮
れ
て
い

ま
し
た
。

◇
未
来
へ
の
展
望

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
明
治
安
田

ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団
様

か
ら
「
地
域
の
伝
統
文
化
保
存
維
持
費

用
助
成
」
の
対
象
に
認
定
し
て
い
た
だ

き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

［注連縄（しめなわ）で飾られた新社殿］

　

今
後
は
、
頂
い
た
助
成
金
を
有
効
に

活
用
し
、
伝
統
あ
る
「
垂
水
神
社
の
奴

組
」
を
後
世
に
末
永
く
継
承
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寄 稿

江
戸
時
代
か
ら
二
〇
〇
年
継
承
さ
れ
て
き
た

「
垂
水
神
社
の
奴
組
」

［垂水神社での奴奉納］



地 域 の 伝 統 文 化

9

　
　
長
崎
県
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町

　
　
　
皿
山
人
形
浄
瑠
璃
保
存
会

�

会
長
　
福
田
　
学

（
令
和
七
年
度
助
成
先
）

◇
皿
山
の
人
形
浄
瑠
璃
の
始
ま
り

　

長
崎
県
中
央
北
部
に
位
置
す
る
波
佐

見
町
は
、
約
四
〇
〇
年
の
歴
史
を
誇
る

や
き
も
の
の
町
で
す
。人
形
浄
瑠
璃
が
伝

統
芸
能
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
皿
山

郷
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
窯
場
で
あ
り
、

所
々
に
登
り
窯
の
跡
や
石
炭
窯
の
レ
ン

ガ
煙
突
が
残
さ
れ
、
そ
の
歴
史
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　

皿
山
の
人
形
浄
瑠
璃
の
起
源
は
、
江
戸

時
代
中
期
の
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）

の
「
享
保
の
飢
饉
」
に
よ
り
、
や
き
も
の

が
売
れ
な
く
な
り
、
皿
山
の
人
々
が
人

形
浄
瑠
璃
興
行
を
思
い
立
ち
、
大
村
藩

領
内
各
地
を
巡
業
し
て
食
糧
を
得
た
の

が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
裏
付
け

る
文
書
等
は
何
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

由
来
に
つ
い
て
は
口
伝
の
域
を
出
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
人
形
座
の
誕
生
と
保
存
会
の
結
成

　

人
形
座
の
活
動
を
直
接
的
に
示
す
古

い
文
献
は
、「
安
政
五
年
午
六
月
十
五
日

元　

役
割
手
扣
」
と
表
書
き
さ
れ
た
文

書
資
料
で
す
。
こ
れ
に
は
当
時
の
外
題

（
演
目
）
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お

り
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
時
点
の
皿

山
人
形
浄
瑠
璃
の
活
動
状
況
が
手
に
取

る
よ
う
に
理
解
で
き
ま
す
。

　

幕
末
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に

は
、
対
馬
藩
領
浜
崎
浦
（
佐
賀
県
唐
津
市

浜
玉
町
浜
崎
）
の
質
屋
か
ら
一
座
分
の

人
形
を
購
入
し
「
美
玉
座
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
阿
波
（
徳
島
県
）
の
流
れ
を
く

む
朝
田
林
五
郎
が
師
匠
と
な
り
、
後
に

中
津
藩
領
北
原
村
（
大
分
県
中
津
市
北

原
）
の
人
形
芝
居
か
ら
吉
田
柳
平
を
招

い
て
「
三
人
遣
い
」
の
方
式
の
指
導
を
受

け
て
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
は
九
州
各
地
を
公
演
し
、

昭
和
時
代
の
戦
争
中
は
一
時
中
断
し
ま

し
た
が
、
終
戦
後
の
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
長
崎
県

無
形
文
化
財
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九	

七
七
）
に
は
長
崎
県
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。後
継
者
不
足
で
困

難
な
時
代
を
迎
え
ま
し
た
が
、
平
成
元

年
（
一
九
八
九
）
地
元
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
青
壮
年
十
二
人
が
後
継
者
を

名
乗
り
出
て
バ
ッ
ト
を
人
形
に
持
ち
替

え
て
熱
心
に
練
習
に
励
み
、
近
年
で
は

若
手
三
人
、
小
学
生
二
人
が
入
り
若
返

り
を
図
っ
て
い
ま
す
。県
内
外
で
盛
ん
に

公
演
を
行
な
い
、
そ
の
実
績
が
認
め
ら

れ
、
長
崎
県
教
育
委
員
会
表
彰
、
県
民
表

彰
、
地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
様
々
な
外
題
（
演

目
）
を
演
じ
て
多
く
の
観
客
を
魅
了
し

て
お
り
、
現
在
も
県
内
で
は
東
彼
杵
町

千
綿
宿
郷
の
千
綿
の
人
形
芝
居
（
長
崎

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
と
と
も
に

二
座
し
か
残
ら
な
い
人
形
座
の
一
つ
と

し
て
伝
承
に
努
め
、
ま
た
精
力
的
に
公

演
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
服
装
・
道
具
・
設
備

　
「
人
形
遣
い
」
は
全
員
が
黒
衣
衣
装
で

あ
り
、
顔
を
見
せ
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は

「
主
遣
い
」
の
み
裃
を
着
用
し
、
顔
を
出

し
て
人
形
を
操
作
し
て
い
ま
し
た
。道
具

は
基
本
的
に
人
形
、
三
味
線
、
床
本
、
見

台
で
演
目
に
よ
っ
て
、
舞
扇
・
神
楽
鈴
・

刀
な
ど
も
使
用
し
、
鐘
な
ど
音
を
出
す

楽
器
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

舞
台
設
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七

年
（
二
〇
〇
五
）
に
地
元
住
民
の
寄
附
等

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
皿
山
人
形
会
館

を
使
用
し
、
舞
台
は
、
吊
り
バ
ト
ン
、
ス

ポ
ッ
ト
等
が
完
備
さ
れ
、
人
形
公
演
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
よ
う
に
様
々
な

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。舞
台
下
と
中

二
階
に
は
人
形
お
よ
び
道
具
の
収
納
設

備
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
皿
山

に
は
５
０
個
以
上
の
人
形
と
立
派
な
衣

装
が
残
っ
て
お
り
、
特
に
昔
の
歴
史
上

の
事
件
な
ど
に
取
材
・
脚
色
し
た
時
代

物
の
浄
瑠
璃
に
優
れ
て
い
る
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

［皿山人形会館（皿山大神宮神社境内）］

◇
行
事
次
第
・
演
目
・
芸
態

　

毎
年
八
月
二
十
一
日
の
皿
山
郷
鎮

守
・
皿
山
大
神
宮
神
社
の
夏
越
祭
（
夏
の

大
祭
）
神
事
直
後
、
皿
山
郷
千
燈
籠
（
夏

祭
り
）
の
開
始
前
に
皿
山
人
形
会
館
で

公
演
を
行
な
っ
て
お
り
、
毎
年
十
二
月

の
第
一
日
曜
日
の
皿
山
器
替
祭
り
で
も

奉
納
公
演
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
上
演
可
能
な
外
題
（
演
目
）

は
、
①『
寿
式
三
番
叟
』
②『
二
人
三
番

叟
』
③『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』「
順
礼
歌
の

段
」「
十
郎
兵
衛
住
家
の
段
」 

④『
絵
本

太
功
記
』「
尼
ヶ
崎
の
段
」
⑤『
生
写
朝
顔

話
』「
宿
屋
の
段
」「
大
井
川
の
段
」
⑥

『
伽
羅
先
代
萩
』「
御
殿
の
段
」「
政
岡
忠

義
の
段
」
⑦『
壺
坂
観
音
霊
験
記
』「
沢
市

内
よ
り
山
の
段
」
⑧『
傾
城
恋
飛
脚
』「
新

口
村
の
段
」
⑨『
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
』「
火

の
見
櫓
の
段
」
⑩『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』

「
五
條
橋
の
段
」
の
十
演
目
で
す
。

［『鬼一法眼三略巻』「五條橋の段」］

　

人
形
浄
瑠
璃
は
、
人
形
を
操
る
「
人
形

遣
い
」、
ス
ト
ー
リ
ー
を
義
太
夫
節
に
の

せ
て
語
る
「
太
夫
」、
伴
奏
を
伴
う
「
三

味
線
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。「
人
形
遣
い
」

は
、
一
体
の
人
形
を
三
人
で
操
る
「
三
人

遣
い
」
で
あ
り
、
人
形
の
頭
と
右
手
を
操

る
「
主
遣
い
」、
左
手
を
「
さ
し
金
」
で

動
か
す
「
左
手
遣
い
」、
人
形
の
下
に

し
ゃ
が
ん
で
足
を
操
作
す
る
「
足
遣
い
」

か
ら
成
り
、
三
人
の
息
が
ぴ
っ
た
り
合

わ
な
い
と
演
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
非
常
に
高
度
な
技
が
要
さ

れ
る
三
位
一
体
と
な
っ
た
操
法
に
よ
っ

て
人
形
に
命
を
吹
き
込
み
、
喜
怒
哀
楽

を
演
じ
さ
せ
ま
す
。

◇
次
世
代
へ
の
継
承
と
課
題

　

定
期
公
演
や
町
内
外
の
公
演
の
他
、

二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
九
州
人
形
芝

居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
し
て
い
ま

す
。近
年
で
は
後
継
者
の
育
成
や
技
の
継

承
の
た
め
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
座
所
属

の
太
夫
・
三
味
線
の
師
匠
（
国
立
文
楽
劇

場
出
演
）
等
を
招
い
て
共
演
す
る
人
形

浄
瑠
璃
や
素
浄
瑠
璃
鑑
賞
会
（
波
佐
見

町
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
月
お
よ
び
十
一

月
に
は
国
立
文
楽
劇
場
の
公
演
を
鑑
賞

し
、
劇
場
内
の
各
部
署
を
見
学
す
る
研

修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

［人形浄瑠璃文楽座（国立文楽劇場出演）
の太夫・三味線との共演時演奏］

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
長
崎
県
で
初
め

て
開
催
の
第
四
十
回
国
民
文
化
祭
、
第

二
十
五
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
二
〇
二
五
」

で
は
、
本
町
で
十
月
十
八
・
十
九
日

（
土
・
日
）
に
「
全
国
人
形
芝
居
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
若
手
会
員
も
含

め
、
全
員
で
成
功
を
目
指
し
て
今
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
座
所
属
の
太
夫
・
三
味
線
の
師

匠
等
と
共
演
す
る
人
形
浄
瑠
璃
・
素
浄

瑠
璃
鑑
賞
会
の
開
催
や
国
立
文
楽
劇
場

で
の
公
演
鑑
賞
と
見
学
を
通
じ
て
人
形

操
作
の
修
練
を
行
な
い
、
今
後
可
能
で

あ
れ
ば
十
年
か
ら
二
十
年
の
う
ち
に
人

形
浄
瑠
璃
文
楽
座
所
属
の
太
夫
・
三
味

線
の
師
匠
の
も
と
に
会
員
を
派
遣
し
た

り
し
て
、
保
存
会
独
自
の
太
夫
・
三
味
線

を
育
成
し
た
い
で
す
し
、
海
外
で
の
公

演
や
波
佐
見
町
を
訪
れ
る
外
国
人
に
対

し
て
の
公
演
に
つ
い
て
も
挑
戦
す
べ
く

日
々
精
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

寄 稿

バ
ッ
ト
を
人
形
に
持
ち
替
え
て
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兵
庫
県
豊
岡
市
城
崎
町

　
　
　
か
み
や
民
藝
店

�
神
谷
　
俊
彰

（
令
和
七
年
度
助
成
先
）

◇
城
崎
麦
わ
ら
細
工

　

城
崎
麦
わ
ら
細
工
は
、
今
か
ら
約

三
〇
〇
年
前
、
因
州
（
現
在
の
鳥
取
県
）

か
ら
城
崎
に
湯
治
に
来
て
い
た
「
半
七
」

と
い
う
人
物
が
、
療
養
中
の
宿
賃
の
足

し
に
色
と
り
ど
り
の
麦
わ
ら
を
染
め
、

こ
ま
や
竹
笛
な
ど
の
玩
具
に
貼
付
け
、

店
先
に
並
べ
て
訪
れ
る
人
々
の
土
産
に

し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。［麦わら細工イメージ写真］

　

兵
庫
県
伝
統
工
芸
品
指
定
で
も
あ
る

麦
わ
ら
細
工
は
、
作
品
に
使
う
節
か
ら

節
ま
で
の
間
隔
が
長
い
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
麦
の
中
で
も
背
丈
が
高
い
大

麦
の
硬
い
節
を
カ
ッ
ト
（
節
切
り
）
し
て

制
作
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
材
料
で
あ

る
大
麦
確
保
は
大
変
難
し
く
、
一
部
は

自
家
栽
培
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

節
切
り
し
た
大
麦
を
染
め
や
す
く
す

る
た
め
に
、
重
曹
を
溶
か
し
た
お
湯
で

煮
て
、
作
品
の
色
味
に
合
わ
せ
て
数
十

種
に
染
色
し
、
筒
状
の
茎
を
湿
ら
せ
、
切

り
開
い
て
平
ら
に
伸
ば
し
、
桐
箱
や
色

紙
、
土
鈴
な
ど
の
素
材
に
色
鮮
や
か
な

麦
わ
ら
を
糊
で
貼
り
つ
け
て
い
き
ま
す
。［染色後の大麦］

　

染
色
し
た
麦
わ
ら
が
き
め
細
や
か
で

美
し
い
輝
き
を
放
つ
装
飾
を
施
す
技
法

と
し
て
は
、
大
き
く
分
け
て
「
模
様
張

り
」
と
「
小
筋
（
こ
す
じ
）
張
り
」
が
あ

り
ま
す
。「
模
様
張
り
」
は
、
花
鳥
や
人

物
な
ど
の
模
様
を
桐
箱
に
張
っ
て
作
り
、

優
雅
な
曲
線
模
様
が
持
ち
味
で
す
。幾
何

学
模
様
の
直
線
美
に
目
を
奪
わ
れ
る

「
小
筋
張
り
」
は
、
色
鮮
や
か
に
染
め
ら

れ
た
数
十
種
の
中
か
ら
選
ん
だ
複
数
の

わ
ら
を
糊
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
縞
柄
の

筋
に
し
て
張
る
も
の
で
、
ミ
リ
単
位
の

精
度
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
あ
り
、
そ

の
技
術
の
高
さ
ゆ
え
に
技
術
を
有
し
て

い
る
職
人
は
数
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

◇
後
継
者
育
成

　

約
三
〇
〇
年
続
い
た
城
崎
麦
わ
ら
細

工
が
こ
の
ま
ま
で
は
途
絶
え
て
し
ま
う

と
危
機
感
を
感
じ
、
職
人
と
し
て
、
自
身

が
受
け
継
い
で
き
た
技
術
を
後
世
に
伝

え
る
こ
と
が
自
身
の
使
命
で
あ
る
と
強

く
感
じ
、
豊
岡
市
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
後
継
者

と
な
る
べ
き
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
四
人
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
採
用
し
、
技
術
の
継
承
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
任
期
は
三
年
で
あ
り
、
そ

の
三
年
間
で
技
術
を
継
承
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。協
力
隊
を
卒
業
し
た
中
に

は
、
そ
の
ま
ま
城
崎
内
で
暮
ら
し
続
け
、

引
き
続
き
、
か
み
や
民
藝
店
に
足
を
運

び
な
が
ら
技
術
継
承
に
努
め
て
い
る
人

が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
後
継
者
の
育
成
を

長
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
任
期
中
の
協
力
隊
も
そ
れ
ぞ
れ
が
技

術
の
継
承
に
励
ん
で
く
れ
て
お
り
、
三

年
間
で
基
礎
や
麦
わ
ら
細
工
の
現
状
や

課
題
な
ど
多
様
な
こ
と
を
感
じ
て
い
た

だ
き
、
先
輩
の
協
力
隊
の
よ
う
に
、
麦
わ

ら
細
工
の
継
承
に
向
け
て
長
期
的
に
研

鑽
を
積
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

地域おこし協力隊の方との写真
※現在は卒業し、店通いの弟子に

　

ま
た
、
そ
の
他
の
取
組
み
と
し
て
、
豊

岡
市
と
連
携
し
、
令
和
三
年
か
ら
市
内

の
各
小
学
校
に
て
麦
わ
ら
細
工
製
作
体

験
授
業
を
実
施
し
、
将
来
麦
わ
ら
細
工

職
人
に
な
り
た
い
と
い
う
き
っ
か
け
づ
く

り
を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
令
和
三
年
～

令
和
六
年
の
四
年
間
で
延
べ
約
一
〇
〇
〇

人
が
授
業
を
受
け
た
）。

　

ま
だ
ま
だ
市
内
の
み
な
さ
ん
へ
の
認

知
度
も
低
い
と
感
じ
て
お
り
、
豊
岡
市

の
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
一
環
と
し
て
、

市
内
小
学
校
に
直
接
伺
い
、
麦
わ
ら
細

工
の
製
作
体
験
を
行
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
認
知
拡
大
も
含
め
、
将
来
、
麦
わ

ら
細
工
の
職
人
に
な
り
た
い
と
い
う
方

が
出
て
く
る
こ
と
を
願
い
、
小
学
校
を

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

［小学校の授業の様子］

◇
日
本
の
伝
統
工
芸
か
ら
、
世
界
へ

　

未
来
の
後
継
者
の
た
め
に
も
、
城
崎

麦
わ
ら
細
工
の
認
知
拡
大
に
努
め
る
こ

と
も
今
の
自
分
自
身
に
は
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
も
認
知
度
が
だ
ん
だ
ん
上

が
っ
て
き
て
い
る
城
崎
温
泉
に
は
、
世

界
各
国
か
ら
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
が

来
訪
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
欧
米

の
方
々
は
麦
わ
ら
細
工
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
る
方
が
非
常
に
多
く
、
ア
メ
リ

カ
で
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
際

に
は
多
く
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
方

か
ら
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
独
自
の
麦
わ

ら
細
工
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
フ
ラ
ン
ス

の
麦
わ
ら
細
工
の
方
と
繋
が
り
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て

話
を
し
て
い
く
中
で
、
日
本
や
フ
ラ
ン

ス
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
等
に
共
同
制

作
し
た
作
品
を
出
品
す
る
な
ど
を
考
え
、

制
作
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。城
崎
麦
わ
ら
細
工
の
未
来
の
た
め
に

職
人
が
よ
り
活
躍
で
き
る
場
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
で
、
育
て
た
後
継
者
が
今

後
の
継
続
的
に
麦
わ
ら
細
工
を
製
作
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

［麦わら細工作品］

◇
お
わ
り
に

　

自
身
の
祖
父
が
麦
わ
ら
細
工
の
職
人

と
な
り
、
父
親
、
自
身
と
伝
統
を
受
け
継

い
で
い
っ
て
い
ま
す
。め
ま
ぐ
る
し
い
時

代
の
変
化
の
中
で
、
こ
の
麦
わ
ら
細
工

を
残
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
大
変
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
お
店
に
麦
わ
ら
細
工
を
買
い
に
来

て
く
れ
る
観
光
客
の
多
く
の
方
か
ら
、

「
今
後
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」「
こ

の
文
化
は
残
す
べ
き
だ
」
な
ど
、
日
本
の

方
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
方
か
ら
も
多

く
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
声
を

聞
く
た
び
に
、
こ
の
「
城
崎
麦
わ
ら
細

工
」
を
残
し
た
い
と
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ

に
携
わ
っ
て
い
る
自
分
も
誇
ら
し
く
感

じ
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
方
々
の
た
め
に
も
、
今

後
も
新
し
い
後
継
者
の
発
掘
と
、
既
存

の
後
継
者
の
育
成
、
後
継
者
の
活
躍
場

の
創
造
を
行
な
う
こ
と
で
、
こ
の
伝
統

工
芸
の
歴
史
が
今
後
も
紡
が
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

寄 稿

城
崎
麦
わ
ら
細
工
の
継
承
に
向
け
て

［原材料の大麦］

［麦わら細工の制作風景］
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＊印は民俗技術

長野県 日吉お鍬様祭り保存会 長崎県 鷹島町島踊保存会

岐阜県 白鳥拝殿踊り保存会 荻田浮立保存会 北海道 石崎奴保存会

三重県 大淀祇園祭保存会 大分県 武多都神楽保存会 厚岸かぐら保存会             

大阪府 貝塚東三吉馬保存会 宮崎県 潮嶽神楽保存会 青森県 紙漉沢獅子踊保存会

兵庫県 青田神楽保存会 籾木臼太鼓保存会 七戸町郷土芸能保存会

奈良県 誠謡会 鹿児島 硫黄島八朔太鼓踊り 岩手県 白浜剣舞保存会

和歌山 真国御田保存クラブ 宮城県 とよま山車まつり保存会

鳥取県 ｱﾄﾘｴ・ｸﾞﾘｼﾇ＊ 北海道 ヤイユーカラの森 ＊ 山形県 今利一郎 氏（深山和紙製造)＊

島根県 赤塚神楽佐儀利保存会 新十津川町獅子神楽保存会 群馬県 岩島麻保存会＊

広島県 江の川水系漁撈文化研究会＊ 青森県 新山権現保存会 東京都 説経節の会

名荷神楽団 岩手県 上郷伝統工芸研究会＊ 秋川歌舞伎保存会

山口県 徳地人形浄瑠璃保存会 赤澤芸能保存会 新潟県 神谷地域ビデオ収録委員会

徳島県 猿坂獅子組保存会 宮城県 宮崎獅子舞保存会 福井県 越前万歳保存会

愛媛県 八幡丸運営委員会 秋田県 中野七夕保存会 長野県 木曽漆器保存調査会＊

高知県 宮谷堂の口あけまつり保存会 山形県 堀内伝承文化保存会 岐阜県 大井文楽保存会

福岡県 四三嶋獅子廻し実行委員会 栃木県 山岡和三郎 氏（日光下駄）＊ 三重県 東玉垣唐人踊り保存会

長崎県 舘浦須古踊り保存会 群馬県 大神楽獅子舞保存会 奈良県 石打太鼓踊保存会

大島村盆踊振興会 埼玉県 明覚郷流鏑馬保存会 和歌山 大島水門祭保存会

熊本県 中江岩戸神楽保存会子供神楽部会 千葉県 野田津久舞保存会 島根県 西本里美 氏（西田葛の復興）＊

大分県 重岡岩戸神楽保存会 神奈川 大谷芸能保存会 島後久見神楽保持者会

宮崎県 村所神楽保存会 石川県 能登の揚浜式製塩保存会＊ 広島県 比和町郷土芸能振興会

佐々木寛治郎 氏（手漉き和紙)＊ 福井県 花山行事保存会 金城一国斎後継者池田昭人 氏＊

鹿児島 蓬原熊野神社神舞保存会 岐阜県 加子母歌舞伎保存会 西原上十二神祇神楽保存会

沖縄県 伊江村民俗芸能保存会 愛知県 甚目寺説教源氏節人形芝居「もくもく座」 徳島県 中村園太夫座（岡花座）

三重県 東玉垣唐人踊り保存会 福岡県 加布里山笠保存会

北海道 月浦獅子舞保存会 二木島祭保存会 新多神相撲保存会

釧路アイヌ民芸企業組合＊ 滋賀県 吉身祭礼保存会 長崎県 大村龍踊り保存会

青森県 沼崎念仏鶏舞保存会 兵庫県 福田お幡入れ法伝哉伝承保存会 大分県 木牟田子供神楽保存会

岩手県 小梨芸能保存会  和歌山 土生八幡神社「お頭保存会」 宮崎県 諸塚神楽保存会

秋田県 戸沢ささら保存振興会 島根県 西田葛生産組合＊ 大人歌舞伎保存会

鷹巣町綴子大太鼓上町保存会 中野神楽保存会

山形県 遊佐のアマハゲ保存会 広島県 八千代神楽団 北海道 安浦駒踊り保存会

峠ノ山八幡神社弓祭協賛会 山口県 鷺の舞保存会 長沼町勇獅子舞保存会

福島県 葛尾村公民館 徳島県 森藤獅子舞保存会 妹背牛町獅子舞保存会

栃木県 大沢田太々神楽保存会 香川県 中山農村歌舞伎保存会 岩手県 上郷伝統工芸研究会＊

千葉県 佐原囃子保存会 高知県 佐喜浜八幡宮古式行事保存会 伊藤流行山鹿踊保存会

新潟県 片野尾歌舞伎保存会 福岡県 内野地区老松神社獅子舞保存会 鷹生郷土芸能保存会

富山県 八尾町曳山保存会 長崎県 坂本浮立保存会 宮城県 金津七夕祭保存会

福井県 糸崎寺仏舞保存会 熊本県 上井出神社奉納楽保存会 秋田県 大葛金山民俗芸能保存会

福谷区大火勢保存会 大分県 大行事八幡宮（ｶｯﾊﾟ踊保存会） 前山郷土芸能保存会

山梨県 藤木道祖神祭保存会 宮崎県 村所神楽保存会 山形県 押切神楽保存会

長野県 信級中原流太々神楽囃子保存会 鹿児島 東郷文弥節人形浄瑠璃保存会 神奈川 民具製作技術保存会＊

岐阜県 高雄歌舞伎保存会 山梨県 下部温泉神楽保存会

三重県 深野和紙保存会＊ 北海道 蘭越町根曲がり竹細工研究会＊ 岐阜県 岐南町伏屋獅子舞保存会

滋賀県 岩熊区雅楽保存会 鬼鹿松前神楽保存会 三重県 東玉垣唐人踊り保存会

大阪府 能勢町人形浄瑠璃実行委員会 青森県 鮫神楽保存会 一色町能楽保存会

堺式手織緞通技術保存協会＊ 岩手県 上郷伝統工芸研究会＊ 三日市ｵﾝﾅｲ保存会

兵庫県 熊野神杜裸祭り保存会 石橋鐙剣舞保存会 兵庫県 淡河八幡播州音頭・踊り保存会

鳥取県 新田人形浄瑠璃芝居相生文楽 夏井大梵天神楽保存会 池尻神社人形狂言保存会

島根県 鹿子原の虫送り踊り保存会 宮城県 塩入神楽保存会 奈良県 龍口獅子舞保存会

出雲民芸紙工房＊ 秋田県 尾去沢からめ節保存会 鳥取県 日南神楽  神光社

岡山県 壬生農村歌舞伎保存会 山形県 北條郷総鎮守獅子冠事務所 島根県 西本里美 氏（西田葛の復興）＊

広島県 常定神楽継承団体「戸山会」 茨城県 柿岡からくり人形保存会 隠岐いぐり凧保存会＊

山口県 別府岩戸神楽舞保存会 東京都 西川古柳座 広島県 備後かすり学習会＊

徳島県 犬飼農村舞台保存会 富山県 五ｹ種ﾁｮﾝｶﾞﾚ踊り保存会 羽佐竹神楽団後援会

香川県 家の浦二頭獅子舞保存会 石川県 柏野じょんがら保存会 山口県 鷺の舞保存会

愛媛県 三浦西安米自治会子供武者行列「大江山」保存会 能登の揚浜式製塩保存会＊ 高知県 船戸花取踊り保存会

高知県 野市町立山神社棒術獅子舞保存会 福井県 だのせ祭り保存会 福岡県 大分の獅子保存会

福岡県 平八月祭り保存会 山梨県 美和神社太々神楽保存会 佐賀県 今寺面浮立保存会

平成５年度助成(３５）

平成６年度助成(４０）

平成７年度助成(４３）

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（１）

助 成 先 助 成 先 助 成 先

平成４年度助成(３４）

平成３年度助成(２９）
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群馬県 大宮神社獅子舞保存会

神奈川 海南神社面神楽保存神楽師会 北海道 雷公神社神楽会 佐賀県 七浦西塩屋面浮立保存会

新潟県 湯川五社神社伶人会 青森県 田子神楽保存会 武雄流鏑馬実行委員会

石川県 木津豊漁太鼓保存会 岩手県 行山流都鳥鹿踊保存会 長崎県 中尾獅子浮立と唐子踊保存会

福井県 若狭町三宅六斎念仏保存会 宮城県 嵯峨立神楽保存会 熊本県 久連子古代踊り保存会

今庄羽根曾踊保存会 秋田県 森岳歌舞伎保存会 大分県 丸山俚楽保存会

長野県 内山柱松保存会 山形県 小田島田植踊保存会 宮崎県 今西三段打分太鼓踊保存会

岐阜県 若松友志会 福島県 北部先囃子若龍会 鹿児島 入来麓疱瘡踊保存会

三重県 栗谷念仏踊り保存会 栃木県 芦沼獅子舞保存会 佐仁八月踊り保存会

滋賀県 老杉神社頭屋行事保存会 群馬県 沼須人形芝居保存会（あけぼの座） 中村悦子 氏（芙蓉布復元）＊

京都府 伊根町立石区 千葉県 野田津久舞保存会

久多の山村生活用具保存会＊ 神奈川 宮城野獅子舞保存会 北海道 留萌岩戸神楽保存会

大阪府 野間出野秋祭り保存会 新潟県 瞽女唄ネットワーク （財）アイヌ民族博物館＊

兵庫県 多可町播州歌舞伎クラブ 越後弥彦手仕事倶楽部＊ 青森県 古懸獅子舞保存会

奈良県 祭文音頭保存会 富山県 八尾町曳山保存会 岩手県 行山流都鳥鹿踊保存会

和歌山 木本八幡宮の御田祭保存会 石川県 小松市歌舞伎愛好会 平組はしご虎舞保存会

鳥取県 円通寺人形芝居保存会 福井県 和久里壬生狂言保存会 宮城県 武鎗鹿踊保存会

島根県 出雲大社教神代神楽波積支部波積神楽団 長野県 仁科神明宮神楽保存会 秋田県 北秋田市綴子下町大太鼓保存会

今田町内会 岐阜県 新楽舎獅子舞保存会 鳥田目番楽保存会

岡山県 横野和紙工業協同組合＊ 静岡県 島田帯祭保存会 山形県 山形町ふるさと資料館

広島県 比和町郷土芸能振興会 愛知県 古出来町神社奉賛会お祭囃子保存会 福島県 上三坂のやっちき踊り保存会

徳島県 つるぎ町天の岩戸神楽保存会 三重県 長太鯨船（天王丸）保存会 茨城県 あんば囃子保存会

香川県 香翠座デコ芝居保存会 なすび団扇継承保存会＊ 栃木県 宗円獅子舞保存会

愛媛県 弓削雨乞踊保存会 深野和紙保存会＊ 群馬県 沼田祇園囃子保存会連合会

高知県 西畑人形芝居保存会 滋賀県 綿向神社雅楽｢楽人座」 千葉県 仁組獅子舞保存会

福岡県 鐘崎盆踊り振興会 京都府 棚倉孫神社瑞饋御輿保存会 東京都 ふるさと資料館建設推進委員会＊

佐賀県 東真手野舞浮立保存会 久多の山村生活用具保存会＊ 神奈川 仙石原神楽保存会

嬉野町温泉区面浮立保存会 大阪府 三夜連絡継承会 新潟県 赤玉文化財保存会

長崎県 黒丸踊保存会 兵庫県 播州音頭踊保存連合会 富山県 八尾町曳山保存会

熊本県 目丸棒踊り保存会 奈良県 安堵町なもで踊り保存会 福野縞の会＊

本町虫追い太鼓を考える会 和歌山 高芝の獅子舞保存会 福井県 加茂神社上宮の神事

大分県 国東神楽社 鳥取県 福栄伝統芸能保存会 山梨県 大久保神楽保存会

宮崎県 綾町宮原地区唐人踊り保存会 島根県 民谷神楽団 沢登六角堂切子保存会＊

鹿児島 伊崎田和紙保存会＊ 岡山県 大賀島大智明權現保存会 長野県 成就神楽囃子保存会

鹿児島市中山町下虚無僧踊保存会 広島県 江波漕伝馬保存会 阿島傘の会＊

沖縄県 草戸原 徳島県 高川原勇獅子保存会 岐阜県 串原歌舞伎保存会

前バル原 香川県 東かがわ市白鳥虎頭舞保存会 愛知県 （財）平野町町政会

高知県 土佐の暮らしの文化を守る会 三重県 一色町能楽保存会

北海道 蘭越町根曲がり竹細工研究会＊ 福岡県 松会保存会 深野和紙保存会＊

穂別町アイヌ民族文化保存会 佐賀県 飯田面浮立保存会 大阪府 船待神社神楽子供獅子踊り保存会

青森県 龗神社法霊神楽保存会 長崎県 若宮稲荷神社 竹ン芸保存会 兵庫県 廣峯神社無形文化財保存協議会

岩手県 山内神楽保存会 熊本県 中窪田神楽保存会 奈良県 南都晃耀会

宮城県 城生野神楽会 大分県 野々河内神楽保存会 鳥取県 馬佐良申し上げ祭り保存会

秋田県 大沢郷椒沢番楽保存会 宮崎県 高城町穂満坊あげ馬保存会 島根県 伝承ﾎｰﾗﾝｴﾝﾔ馬潟櫂伝馬保存会

山形県 越沢自治会 鹿児島 徳重大太鼓踊り保存会 岡山県 川上町渡り拍子保存会

福島県 海老根伝統手漉和紙保存会＊ 平原利秋 氏(ｺﾞｯﾀﾝ民俗楽器製作)＊ 広島県 阿刀神楽保存会

豐景神社太々神楽保存会 沖縄県 泡瀬京太郎保存会 山口県 陶腰輪踊保存会

茨城県 日枝神社流鏑馬保存会 伊波貞子 氏（ﾒﾝｻｰ･織物）＊ 愛媛県 お簾踊保存会

栃木県 升塚獅子舞保存会 高知県 邌・三番双保存会

群馬県 奥平神社獅子舞保存会 北海道 穂別町アイヌ民族文化保存会 福岡県 流鏑馬武徳会

埼玉県 深作ささら獅子舞保存会 白符荒馬踊保存会 佐賀県 蔵上御田舞保存会

東京都 江戸消防彩粋會 岩手県 丹内金津流鹿躍保存会 長崎県 鬼木鐘浮立保存会

新潟県 杉野沢民俗芸能保存会 行山流湧水鹿踊保存会 熊本県 南阿蘇長野岩戸神楽保存会

富山県 福光ちょんがれ保存会 宮城県 山伏神楽保存会 大分県 天間地区公民館

石川県 上井田獅子舞保存会 秋田県 雄物川町岡本新内伝承会 宮崎県 広原神楽保存会

福井県 美浜町和田区 五城目町民俗芸能保存連絡協議会 鹿児島 大的始式保存会

山梨県 中之倉神楽保存会 横岡サエの神保存会 柏原区芸能保存会

長野県 日野多慶子 氏（願法寺の絵解き） 山形県 平田さしこの会＊ 沖縄県 武富旗頭復元実行委員会

三重県 曽原かんこ踊保存会 群馬県 猿田彦神社大和神楽保存会

平成８年度助成(４７）

平成1０年度助成(４７）

平成1１年度助成(４８）

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（２）

助 成 先 助 成 先 助 成 先
平成9年度助成(４７） 平成７年度助成(続き）
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佐賀県 西神野玄蕃一流浮立保存会 徳島県 坂州若連中

千代田中部小学校 高志狂言保存会 香川県 ひょうげ祭り保存会 滋賀県 油日神社奴振り太鼓踊り保存会

長崎県 大浦区舟グロー保存会 愛媛県 内子町伝統文化継承団体連合会 大阪府 吉志部神社どんじ保存会

熊本県 菜ノ花会＊ 川名津神楽保存会 兵庫県 大蔵谷獅子舞保存会

相良吾平阿蘇神社伝統神楽保存会 高知県 一の宮万歳保存会 奈良県 吉野山青年団御田植神事保存会

産島八幡宮海を渡る祭礼保存会 福岡県 吉木芸能保存会 和歌山 小川郷土芸能保存会

大分県 板井迫神楽保存会 佐賀県 立岩浮立保存会 鳥取県 芦津獅子舞保存会

宮崎県 虚無僧踊保存会 馬渡区鉦浮立保存会 島根県 玉若酢命神社御霊会風流保存会

鹿児島 塩田次郎 氏（薩摩琵琶製作）＊ 土井丸浮立保存会 広島県 幸崎町能地春祭保存会

沖縄県 津波古獅子蹴跳保存会＊ 長崎県 大浦区舟グロー保存会 山口県 数方庭保存会

那覇市首里汀良町獅子舞保存会 嵯峨島オーモンデー保存会 徳島県 阿波木偶箱まわし保存会

熊本県 福山神楽保存会 香川県 NPO法人農村歌舞伎祇園座保存会

北海道 篠路歌舞伎保存会  大分県 和間放生会祭典委員会 愛媛県 高知獅子保存会

青森県 入口青年会 北原人形芝居保存会 長命講伊勢踊

岩手県 彦部郷土芸能保存会  宮崎県 伊形花笠踊り保存会 高知県 土佐歌舞伎伝承会

板用肩怒剣舞保存会  鹿児島 塩田次郎 氏（薩摩琵琶製作）＊ 福岡県 今津人形芝居保存会（恵比須座）

宮城県 河南鹿嶋ばやし保存会  下小原八月踊保存会 佐賀県 嘉瀬之浦獅子浮立保存会

君萱若松神社神楽会  沖縄県 大川青年会 森鉦浮立保存会

秋田県 東長野ささら保存会  謝名アヤチ獅子保存会 長崎県 西大村浮立保存会

山形県 南陽市古代織りの伝統を守る会 ＊ 熊本県 樅木神楽保存会

福島県 白鳥神社太々神楽保存会  北海道 ペーパン福島踊り保存会 高沢組太鼓踊り保存会

茨城県 真家みたまおどり保存会  青森県 高館駒踊保存会 大分県 五馬玉来神社楽保存会

栃木県 上横倉の獅子舞保存会  岩手県 小袖漁撈唄保存会 宮崎県 尾八重神楽保存会

群馬県 千本木龍頭神舞保存会  湯屋神楽保存会 鹿児島 久留 平 氏（太鼓製作）＊

埼玉県 沖内囃子保存会  宮城県 筆甫神楽保存会 津貫中間豊祭太鼓踊り保存会

千葉県 野田津久舞保存会  秋田県 八沢木獅子舞保存会 平出水太鼓踊り保存会

東京都 手作り絹研究会・多摩織部会＊ 福米沢送り盆保存会 沖縄県 津波古獅子蹴跳保存会＊

神奈川 相模里神楽垣澤社中  山形県 八ﾂ沼大名行列組合 保栄茂自治会

富山県 諏訪神社獅子舞保存会  福島県 両原早乙女踊り保存会

福井県 じじぐれ祭保存会  茨城県 東金砂神社田楽舞保存会 北海道 掛澗奴保存会

山梨県 下市之瀬の獅子舞保存会  栃木県 大沢田太々神楽保存会 青森県 目名神楽会

表門神社神楽保存会  群馬県 上泉獅子舞保存会 岩手県 上郷しし踊り保存会

長野県 木賊獅子保存会  神奈川 長安寺六字詰念仏講中 塚沢早池峰神楽保存会

岐阜県 有道しゃくし保存会  ＊ 新潟県 二田物部神社神楽舞保存会 宮城県 和渕法印神楽保存会

愛知県 伝承知多木綿つものき ＊ 福井県 今庄羽根曽踊保存会 秋田県 秋田市太平山谷番楽保存会

石上げ祭伝承保存会  長野県 湯原神社式三番保存会 山形県 沢渡獅子舞保存会

三重県 野口御神楽保存会  外倉獅子舞保存会 福島県 海老根伝統手漉和紙保存会＊

滋賀県 上砥山田楽踊保存会  岐阜県 高桑太鼓保存会 八槻都々古別神社楽人会

兵庫県 南光子ども歌舞伎育成会  愛知県 金沢歌舞伎 茨城県 西金砂神社田楽舞保存会

奈良県 月ヶ瀬奈良晒保存会 ＊ 三重県 なすび団扇継承保存会＊ 群馬県 平出歌舞伎保存会

和歌山 藤白の獅子舞保存会  「てんてん」保存会 埼玉県 日進餅つき踊り保存会

島根県 南本通吉兆行事保存推進協議会  滋賀県 古高鼓踊り保存会 神奈川 ＮＰＯ法人小田原鋳物研究所＊

岡山県 白明会＊ 京都府 天満神社相撲保存会 新潟県 城腰花笠踊保存会

広島県 大朝飾り牛保存会 大阪府 樫井西青年団 富山県 岩瀬まだら保存会

山口県 徳佐はやしだ保存会 兵庫県 宗教法人 廣峯神社 山梨県 八朔祭下町屋台保存会

愛媛県 井原圭子 氏（和紙用簀製作）＊ 奈良県 月ヶ瀬奈良晒保存会＊ 長野県 小菅神社氏子総代会

福岡県 水田天満宮稚児風流保存会  和歌山 熊野速玉大社祭事保存会 愛知県 大治太鼓保存会

佐賀県 戸ヶ里浮立保存会  鳥取県 江波三番叟保存会 能田徳若万歳保存会

祖子分面浮立保存会 島根県 都神楽団 三重県 ゆうづる会＊

長崎県 滑石竜踊保存会  岡山県 地域伝統工芸がませごの会＊ 大江羯鼓踊保存会

熊本県 菜ノ花会＊ 神根神社獅子舞保存会 滋賀県 下笠参弥礼踊り保存会

九州相良古代踊り下免田保存会  広島県 磐門神楽団 兵庫県 さいれん坊主保存会

大分県 佐伯市宇目酒利獅子保存会  郷之崎神楽団 奈良県 月ヶ瀬奈良晒保存会＊

下旦祇園囃子保存会こども祇園囃子  山口県 山﨑八幡宮 本山神事保存会 田口水分神社奉讃会

宮崎県 行縢町臼太鼓踊り保存会  徳島県 大俣じょうれい踊り保存会 鳥取県 竹田さいとりさし少年団

六日町ヨイマカ保存会  愛媛県 河内口説保存会 島根県 追神頭打供盛団

鹿児島 塩田次郎 氏(薩摩琵琶製作)＊  野間獅子連中 広島県 養山八幡の吹囃子行事保存会

鮫島健志 氏(加世田の鍛冶)＊ 福岡県 うきは市石垣保存実行委員会＊ 山口県 柳井縞の会＊

沖縄県 大浜青年会 佐賀県 佐賀錦振興協議会＊ 祝島神舞奉賛会

平成1２年度助成(４９）

平成1３年度助成(５０）

平成14年度助成(４８）

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（３）

助 成 先 助 成 先 助 成 先
平成1１年度助成(続き）
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岩手県 生出神楽保存会 兵庫県 小五月祭（棹の歌）保存会

宮城県 大曲法印神楽保存会 鳥取県 賀露神社麒麟獅子舞保存会 沖縄県 今泊棒術保存会  

秋田県 大湯大太鼓保存会 島根県 須佐神楽保存会

福島県 会津万歳安佐野保存会 広島県 小原大元神楽　小原神楽団 北海道 剣渕神楽保存会「剣龍会」

茨城県 片野排禍ばやし保存会 南方の万灯保存会 青森県 大川原の火流し保存会

栃木県 興野ささら獅子舞保存会 香川県 肥土山農村歌舞伎保存会 宮城県 山田大名行列組合

群馬県 泉沢町郷土芸能保存会 愛媛県 豊茂五ッ鹿踊り保存会 秋田県 潟船保存会＊

千葉県 万作踊り松戸保存会 高知県 西諸木花取踊り保存会 根子番楽保存会

東京都 美山町簓獅子舞保存会 佐賀県 広瀬浮立保存会 山形県 吹浦田楽保存会

神奈川 あつぎひがし座 長崎県 太田尾町自治会＊ 群馬県 行田獅子舞保存会

石川県 加賀万歳保存会 戸根浮立保存会 千葉県 バッパカ獅子舞保存会

福井県 舟寄踊保存会 熊本県 加勢川開発研究会合せ打保存会＊ 神奈川 長谷ささら踊り盆唄保存会

愛知県 きねこさ祭保存会 下里臼太鼓踊り保存会 石川県 輪島市本町キリコ奉賛会

滋賀県 椿神社流鏑馬保存会 大分県 荻神社俚楽 岐阜県 数河獅子保存会

大阪府 大阪欄間工芸協同組合＊ 宮崎県 太郎坊べぶ踊り保存会 静岡県 富士宮囃子保存会

兵庫県 仁色長持保存会 鹿児島 入来神舞保存会 愛知県 住吉ちんとろ祭委員会

和歌山 糸我郷土伝統芸能保存会 沖縄県 新川青年会 三重県 本郷「かんこ」踊り保存会

鳥取県 美成地区 滋賀県 志那中サンヤレ踊り保存会

島根県 野石谷伝統芸能保存会 青森県 青森ねぶた正調囃子保存会 京都府 二箇上区

広島県 諸木郷土芸能保存会 岩手県 大ｹ生山伏神楽保存会 阿良須神社練込保存会

徳島県 多田健二 氏(阿波木偶人形制作)＊ 喜多流大船渡 兵庫県 魚吹八幡神社武神祭保存会

香川県 香翠座デコ芝居保存会 宮城県 新城の田植踊保存会 奈良県 尾山萬歳保存会

福岡県 豊前感應楽保存会 秋田県 赤田獅子舞保存会 和歌山 椎出の鬼の舞保存会

佐賀県 西牟田区子供みこし・鉦浮立保存会 山形県 蕨岡延年の舞保存会 鳥取県 貴布禰神社麒麟獅子舞保存会

長崎県 平島ナーマイドー保存会 福島県 舘早乙女踊保存会 島根県 見々久神楽保持者会

ききつ船津ペーロン保存会 木目沢三匹獅子保存会 広島県 枝の宮田楽団

熊本県 竹迫観音祭保存会下町分会 茨城県 日立郷土芸能保存会 徳島県 つるぎ町一宇雨乞い踊り保存会

栖本町郷土芸能保存会 栃木県 三本木獅子舞保存会 愛媛県 佐田岬裂織り保存会＊

大分県 保戸島伝統芸能保存会 埼玉県 辻の獅子舞保存会 客天弓祈祷保存会

宮崎県 熊襲踊保存会 千葉県 岩沼の獅子舞保存会 高知県 狩山豊年踊保存会

細野一区輪太鼓踊り保存会 中野獅子保存会 福岡県 求菩提山お田植祭保存会

鹿児島 小島棒踊り保存会 幸田羯鼓舞保存会 佐賀県 仁比山神社大御田祭御田舞保存会

中間棒踊り保存会 東京都 矢部八幡宮獅子舞保存会 長崎県 上戸石町自治会

沖縄県 中城村字津覇伝統芸能保存会 神奈川 田村ばやし保存会 熊本県 西安寺神楽保存会

福井県 蕨生区自治会 大分県 大恩文化財愛護少年団

北海道 寿都松前神楽保存会 山梨県 高尾山穂見神社神楽保存会 宮崎県 唐瀬子供神楽会

青森県 大平大神楽 長野県 熊野神社祭囃子保存会 鹿児島 田之浦山宮神社神楽保存会

岩手県 法領田獅子踊り保存会 桐原獅子舞保存会 沖縄県 いしゃなぎら青年会

羽山神楽保存会 愛知県 牧野嶋念仏踊り保存会

宮城県 浪板虎舞保存会 三重県 白塚町通夜講 青森県 片岸えんぶり組

秋田県 鳥海山日立舞横岡番楽保存会 滋賀県 渋川花踊り保存会 岩手県 田束剣舞保存会

山形県 幸生区・三地区契組会 兵庫県 住吉神社水無月祭打込囃子保存会 宮城県 廿一田植踊保存会

福島県 浮島神社太々神楽保存会 奈良県 田原地区伝統芸能保存会 秋田県 黒川番楽保存会

糠塚三匹獅子保存会 和歌山 春駒保存会 山形県 羽黒山松例祭若者衆

栃木県 芦沼獅子舞保存会 島根県 矢上田植ばやし保存会 福島県 昭和村からむし織後継者

山本政史 氏（日光下駄製作）＊ 広島県 羽佐竹神楽団後援会     →育成事業実行委員会＊

群馬県 貝沢西組獅子舞保存会 福岡県 八女市土橋八幡宮神幸行事保存会 栃木県 尾ざく獅子舞保存会

埼玉県 下日出谷餅搗踊り保存会 佐賀県 川内浮立保存会 群馬県 赤城町古典芸能保存会

千葉県 八幡神社の獅子舞保存会 三部区 千葉県 本納滝之谷獅子舞保存会

東京都 星竹囃子連 長崎県 中尾獅子浮立と唐子踊保存会 東京都 むさしのばやし保存会

新潟県 内島見神楽保存会 熊本県 宝川内志賀段七踊り保存会 神奈川 三増獅子舞保存会

石川県 ニ所宮獅子舞保存会 大分県 田原獅子保存会 富山県 宮崎神楽保存会

福井県 長畝日向神楽保存会 宮崎県 川内棒踊保存会 長野県 和田中神社太神楽保存会

山梨県 藤木道祖神祭保存会 鹿児島 久見崎盆踊り「想夫恋」保存会 上駒沢祭典保存会

長野県 山新田太神楽保存・育成会 沖縄県 天願獅子舞保存会 愛知県 向山神楽獅子保存会

愛知県 名古屋港筏師一本乗り保存会 三重県 水沢お諏訪おどり保存会

三重県 矢浜神楽保存会 北海道 元更別大国神社石見神楽保存会 滋賀県 ずいき祭保存会

滋賀県 大原学区豊年太鼓踊り保存会 青森県 斗内獅子舞保存会 京都府 丹後藤布振興会＊

京都府 田山花踊り保存会 岩手県 豊沢大念佛剣舞保存会 大阪府 大阪太鼓文化研究会＊

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（４）

助 成 先 助 成 先 助 成 先
平成14年度助成(続き）

平成19年度助成(３９）

平成1５年度助成(３５）

平成18年度助成(３７）

平成17年度助成(３７）

平成1６年度助成(３６）
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長野県 玉依比賣命神社 青森県 乳井獅子保存会

岐阜県 加納まちづくり会（和傘製作）＊ 岩手県 四ツ堰鹿子踊り保存会 兵庫県 小野原住吉神社神舞保存会

静岡県 巌室神社鎮火祭保存会 村崎野大乗神楽保存会 岡山県 粟井春日歌舞伎保存会

愛知県 有松天満社文嶺講 宮城県 中新田火伏せの虎舞保存会 広島県 長尾神社湯立神楽保存会

三重県 牛蒡祭保存会 秋田県 梅内郷土芸能保存会 山口県 藤生神楽保存会

滋賀県 志賀神社氏子総代 福島県 渡戸高野・簓組 徳島県 上八万伝統文化を守る会

大阪府 三ﾂ松明土行念仏保存会 栃木県 文挟流手岡獅子舞講中 香川県 賀茂神社長床神事保存会

兵庫県 北野まつり保存会 群馬県 新井八幡宮獅子舞保存会 愛媛県 かぶと踊り保存会

奈良県 惣谷狂言保存会 埼玉県 北袋囃子連 高知県 東洋町流鏑馬保存協議会

鳥取県 向垣神社祭礼行事保存会 千葉県 不入斗同志会 熊本県 大浦獅子保存会

島根県 玉若酢命神社御霊会風流保存会 東京都 代々木囃子保存会 柳別府太鼓踊り保存会

岡山県 佐方子供吉備神楽伝承教室 山田獅子舞保存会 大分県 深山流朝地神楽保存会

広島県 おおたけ手すき和紙保存会＊ 神奈川 小向獅子舞保存会 宮崎県 郷之原神社芸能協賛会

山口県 山代白羽神楽保存会 新潟県 羽森神社神楽舞保存会 鹿児島 鮫島健志 氏(加世田の鍛冶) ＊

徳島県 橘だんじり祭り獅子組 富山県 椚山獅子舞保存会 如竹踊り保存会

愛媛県 北方獅子舞保存会 石川県 門前とどろ保存会 沖縄県 古見民俗芸能保存会

高知県 シットロト踊り保存会 長野県 町区太々神楽実行委員会

福岡県 鷹尾神社伝統芸能文化保存維持会 高岡道祖神日待占祭保存会 北海道 寿都松前神楽保存会

佐賀県 母ｹ浦面浮立保存会 静岡県 笹間神楽保存会 青森県 上十川獅子踊保存会

長崎県 平島盆踊り保存会 愛知県 日下部太鼓保存会 岩手県 都鳥田植踊保存会

熊本県 栖本町郷土芸能保存会 三重県 大江羯鼓踊保存会 宮城県 日高見流浅部法印神楽保存会

大分県 新町自治会 滋賀県 中堀町自治会孔明祈水山保存会 秋田県 鳥海山小滝舞楽保存会

宮崎県 高木郷土芸能保存会 京都府 質美下村区文化財保存委員会 山形県 舟渡獅子踊り保存会

都城市高城町桜木あげ馬保存会 兵庫県 日吉神社龍王の舞及び祝詞太鼓保存会 福島県 北萱浜神楽愛好会

沖縄県 鳩間民俗芸能保存会 福住下自治会 栃木県 下鉢石町自治会

奈良県 八島町六斎念仏講 宝積寺白鬚神社雅楽部

北海道 糠内獅子舞保存会 和歌山 南道奴行列保存会 群馬県 椿名神社太々神楽保存会

青森県 同心町熊野神社神楽連 鳥取県 江波三番叟保存会 埼玉県 脚折雨乞行事保存会

岩手県 外山神楽保存会 島根県 八神神楽団 千葉県 岩沼の獅子舞保存会

宮城県 熊野堂神楽・舞楽・十二神鹿踊保存会 高津沖田地区環境保全向上対策協議会＊ 東京都 田無ばやし保存会

秋田県 福嶋サイサイ囃子保存会 岡山県 宇甘神社獅子舞保存会 神奈川 海南神社行道面保存会

山形県 若宮八幡神社太々神楽保存会 広島県 富士神楽団 新潟県 他門神楽保存会

福島県 杉沢愛宕神社三匹獅子保存会 徳島県 特定非営利活動法人赤松煙火保存会＊ 半田神社神楽舞保存会

群馬県 美茂呂町屋台囃子保存会 香川県 和田雨乞踊保存会 富山県 八口諏訪社獅子舞保存会

埼玉県 白久串人形芝居保存会 福岡県 上久原白山宮獅子舞保存会 山梨県 大垣外獅子舞保存会

千葉県 旅名鞨鼓舞保存会 佐賀県 自然と暮らしを考える研究会＊ 岐阜県 美濃歌舞伎保存会

東京都 鹿島流獅子舞引田保存会 長崎県 権常寺浮立保存会 静岡県 掛塚屋台囃子保存会

諏訪神社崇敬会 熊本県 竹迫観音祭保存会 愛知県 六ﾂ師獅子舞保存会

神奈川 川名屋台ばやし保存会 黒辺田野臼太鼓踊保存会 三重県 生桑長松神社鏡餅奉納会

新潟県 天神林天満宮伶人会 鹿児島 塩田次郎 氏（薩摩琵琶製作）＊ 曽原獅子舞踊保存会

富山県 田島自治会 沖縄県 黒島民俗芸能保存会 滋賀県 篠田の花火保存会＊

福井県 宇波西神社神事芸能保存会 大阪府 だいがく保存会

山梨県 山梨岡神社舞子 青森県 二ツ森神楽芸能保存会 奈良県 川西町保田自治会

長野県 NPO法人小谷山村留学育成会* 岩手県 門中組振興会 和歌山 ねんねこ祭保存会

岐阜県 八幡神社祭礼運営委員会 宮城県 佐藤明彦 氏（堤人形製作）＊ 島根県 岩野原獅子舞保存会

静岡県 東光寺猿舞保存会 秋田県 冬師番楽保存会 岡山県 福石神楽団

愛知県 中之切奉賛会 山形県 西袋獅子踊保存会 広島県 名字獅子舞保存会

三重県 立神自治会 福島県 菅波伝統文化継承会 五日市芸能保存会

京都府 周枳民芸保存会 茨城県 あおき囃子連 徳島県 後山からくり襖絵保存会

大阪府 野崎第一地車保存会 栃木県 河井獅子舞保存会 香川県 流水灌頂法要保存会

兵庫県 淡路人形浄瑠璃青年研究会 群馬県 木崎音頭保存会 福岡県 下町獅子山保存会

奈良県 神波多神社獅子神楽保存会 埼玉県 三若会 長崎県 上原浮立保存会

島根県 出雲國奏楽錬成会 柏合獅子舞保存会 熊本県 川島神楽連

広島県 大朝飾り牛保存会 千葉県 熊野神社神楽保存会 都呂々獅子舞太鼓踊り保存会

山口県 お手廻り保存会 上本郷獅子講中 宮崎県 入下神楽保存会

徳島県 大谷郷土文化保存会 東京都 樫立踊り保存会 鹿児島 前野田植唄民謡保存会

香川県 七宝古流本村夫婦獅子舞保存会 新潟県 川根谷内獅子保存会 沖縄県 船浮民俗芸能保存会

愛媛県 佐方獅子保存会 富山県 福島青年親交会

高知県 大利太刀踊保存会 石川県 小松尾小屋鳶保存会 北海道 大船南部神楽保存会

平成２３年度助成(４２）

平成２０年度助成(４０）

平成２２年度助成(４２）

平成２１年度助成(4２）

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（５）

助 成 先 助 成 先 助 成 先
平成19年度助成(続き）



16

＊印は民俗技術

埼玉県 赤沼民俗文化財保存会 熊本県 東浦臼太鼓踊り保存会

久長元耕地獅子舞保存会 大分県 北原人形芝居保存会 福岡県 ぜんでこ踊り保存会

千葉県 道庭獅子連保存会 宮崎県 不土野芸能保存会 平八月祭り保存会

東京都 八幡囃子保存会 鹿児島 士踊保存会 佐賀県 南片白区浮立保存会

神奈川 台祭囃子保存会 童子八月踊り研究会 長崎県 馬場本浮立保存会

新潟県 水沢伝統芸能保存会 沖縄県 豊見城市　高安自治会 熊本県 小屋川内獅子舞保存会

富山県 加茂神社神事伝承会 大分県 重岡岩戸神楽保存会

石川県 内灘町宮坂区 青森県 上川目神楽保存会 宮崎県 花木地区郷土芸能あげ馬保存会

福井県 鈴鹿区大太鼓保存会 岩手県 大石町内会 鹿児島 西上太鼓踊り保存会

山梨県 一之瀬高橋春駒保存会 築舘大乗神楽保存会 沖縄県 伊平屋村青年団協議会

長野県 根神社式三番叟保存会 宮城県 鳥屋ヶ崎八幡神社獅子舞保存会

岐阜県 秋田県 釜ヶ台番楽保存会 青森県 五戸えんぶり組

愛知県 上名和祭りばやし保存会 山形県 中獅子踊り保存会 岩手県 門中組振興会

東大高祭禮保存会 福島県 和田神社太々神楽保存会 片岸虎舞保存会

滋賀県 下笠参弥礼踊り保存会 茨城県 久保田おはやし保存会 山岸さんさ踊り保存会

京都府 出雲風流花踊り保存会 栃木県 万町一丁目東自治会 宮城県 小室契約会

NPO法人丹波漆＊ 群馬県 新田赤堀獅子舞保存会 浪板虎舞保存会

大阪府 延喜式内社　岐尼神社 埼玉県 北本宿囃子連 磯草虎舞保存会

和歌山 池田秀孝 氏(紀州高野組子細工技術)＊ 神明社神楽保存会 大谷大漁唄い込み保存会

鳥取県 服部神社獅子舞保存会 千葉県 関下囃子 長塩谷南部神楽保存会

島根県 玉造調理師会 東京都 檜原村春日神社御餇神事保存会 大室南部神楽保存会

広島県 山波神楽団 新潟県 長沢祭典実行委員会 相川南部神楽保存会

山口県 住吉神社御船謡保存会 富山県 打出青壮年部 仙台堆朱＊

徳島県 鳴門大凧保存会 石川県 串町町内会 秋田県 秋田万歳保存会

香川県 石切唄保存会 福井県 闇見神社例祭神事保存会 山形県 大谷神楽保存会

愛媛県 掛木天満宮「牛鬼」保存会 山梨県 新町お囃子保存会 福島県 川原田神楽保存会

高知県 御田八幡宮秋の例祭保存会 岐阜県 NPO法人ｸﾞﾘｰﾝｳｯﾄﾞﾜｰｸ協会・竹部会＊ 新館太々神楽保存会

福岡県 柳川市立柳河小学校 愛知県 愛知・半田・板山万歳保存会 鹿島神社郷土芸能保存会

 →特別ｸﾗﾌﾞ「子どもどろつくどん」 三重県 東玉垣唐人踊り保存会 栃木県 天命鋳物伝承保存会＊

佐賀県 川上鉦浮立保存会 滋賀県 鍋冠祭保存会 群馬県 白瀧神社太々神楽保存会

長崎県 東上面浮立保存会 大阪府 御領地車保存会 埼玉県 下小坂獅子舞保存会

熊本県 熊本新町獅子保存会 兵庫県 羽淵獅子舞保存会 千葉県 飯岡ばやし　日の出会

宮崎県 細江神楽保存会 奈良県 吐山太鼓踊り保存会 東京都 高井戸囃子保存会

風田製糖組合＊ 和歌山 三船踊り保存会 新潟県 大谷地和紙保存会＊

鹿児島 花尾太鼓踊り保存会 島根県 美保神社神事奉賛会 蔵王稚児舞の会

沖縄県 勢理客区 岡山県 佐方ひがさき踊り保存会 富山県 加茂神社神事伝承会

広島県 錦城神楽団 石川県 向粟崎悪魔祓い保存会

北海道 遠矢神楽舞保存会 山口県 滝坂神楽舞保存会 福井県 多賀区獅子保存会

青森県 甲地神楽保存会 徳島県 宿毛谷獅子舞保存会 山梨県 中之倉神楽保存会

岩手県 小通芸能保存会 愛媛県 ＮＰＯ法人金栄会 長野県 湯原神社式三番保存会

槻沢芸能保存会 高知県 四ツ白武士踊り会 岐阜県 河鹿神社賀喜踊保存会

宮城県 薬莢神社三輪流神楽保存会 福岡県 安武楽保存会 愛知県 万足平を考える会＊

秋田県 坂之下番楽保存会 一般社団法人豊前小倉織研究会＊ 村木おまんと祭り保存会

山形県 綱木獅子踊り保存会 佐賀県 執行分浮立保存会 三重県 戸木東組かんこ踊り保存会

茨城県 古内大杉ばやし保存会 長崎県 長崎明清楽保存会 滋賀県 小野町太鼓踊保存会

栃木県 天下一関白流西組獅子舞保存会 熊本県 市房山神宮　里宮神社 大阪府 深江菅細工保存会＊

埼玉県 久那獅子舞保存会 長坂なれなれなすび踊り保存会 兵庫県 西町獅子舞保存会

金鑚神楽永田組 宮崎県 中野神社神楽保存会 奈良県 田原地区伝統芸能保存会

千葉県 坂戸の踊躍念佛講 鹿児島 黒潮太鼓 和歌山 堅田祭保存会

東京都 大宮前郷土芸能保存会 岡山県 大浦神社

多摩めかいの会＊ 北海道 美和権現獅子舞保存会 広島県 御調八幡宮花の踊り保存会

神奈川 根府川寺山神社鹿島踊保存会 青森県 目名神楽会 山口県 上野神楽舞保存会

新潟県 昔かたり春よこい 岩手県 の組菱和会 徳島県 森藤獅子舞保存会

富山県 広野自治会 宮城県 白浜自治会 香川県 安田おどり保存会

石川県 神子原壮年団 山形県 舟渡獅子踊り保存会 愛媛県 井原圭子 氏（和紙用簀製作)＊

長野県 日和山神社芸能保存会 福島県 松岡若連 高知県 泉川長者花鳥踊り保存会

岐阜県 栃木県 日光囃子保存会 福岡県 植木の三申踊保存会

愛知県 知立神社神楽保存会 群馬県 津久田人形操作伝承委員会 佐賀県 鳥海浮立保存会

三重県 若宮八幡神社北村石取り祭車保存会 埼玉県 今成地区山車・囃子保存会 長崎県 森山本村郷土芸能保存会

平成２６年度助成(４４）

平成２７年度助成(４４）

平成２４年度助成(５４）

平成２５年度助成(４２）

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（６）

助 成 先 助 成 先 助 成 先
平成２３年度助成(続き)

綾野第4自治会綾野祭車山猩々車山保存会

綾野第三自治会小獅子車山保存会
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岩手県 大槌城山虎舞 佐賀県 宮野浮立保存会

宮城県 宮刈田嶺神社附属神楽組 長崎県 横尾だんじり保存会 滋賀県 大野木豊年太鼓踊保存会

秋田県 鹿角紫根染・茜染研究会＊ 熊本県 東方組太鼓踊り保存会 京都府 玉田神社「宮座」森当座

板戸番楽保存会 大分県 岡倉神楽保存会 大阪府 中垣内地車保存会

山形県 致芳地区文化振興会 宮崎県 酒谷地区むらおこし推進協議会 兵庫県 土師獅子舞保存会

福島県 磐梯町本寺区 鹿児島 止上神社神舞保存会 奈良県 篠原おどり保存会

門鹿王子神社太々神楽保存会 沖縄県 友寄獅子舞棒術保存会 和歌山 亀の川念仏踊り保存会

栃木県 天下一関白神獅子舞保存会 崎原克友 氏(八重山上布製作)＊ 鳥取県 菖蒲神社麒麟獅子舞保存会

群馬県 八木原諏訪神社太々神楽舞子会 島根県 三谷神社獅子舞保存会

埼玉県 金鑚神楽岡部組保存会 北海道 有明獅子舞有志の会 広島県 山根神楽団

千葉県 賀茂神社民俗芸能保存会 青森県 国吉獅子踊保存会 おおたけ手すき和紙保存会＊

東京都 青梅市虎柏神社祭礼行事保存会 岩手県 篠木神楽保存会 山口県 切山歌舞伎保存会

新潟県 赤塚太々神楽保存会 平泉流細野念仏剣舞 徳島県 池谷郷土芸能保存会

福井県 田井野区・多由比神社伝統芸能保存会 秋田県 脇本山車どんど保存会 愛媛県 井原圭子 氏(伊予簀製作)＊

長野県 野辺町来迎念仏講 亀田大神楽神楽講 福岡県 永井獅子保存会

岐阜県 東座歌舞伎保存会 山形県 岩根沢大々神楽保存会 佐賀県 浮立・荒踊り保存会

静岡県 東光寺猿舞保存会 福島県 荒獅子保存会 長崎県 命婦の舞保存会

愛知県 藤江神社八ッ頭舞楽保存会 栃木県 伊王野下町祭保存会 熊本県 仲町の茶わん鉢保存会

三重県 田口念佛踊継承会 埼玉県 東不動院野神楽保存会 宇土市轟泉簡易水道組合＊

滋賀県 黒川花笠太鼓踊り保存会 古久喜獅子舞保存会 大分県 堅浦古典芸能保存会

和歌山 広川町古典芸能保存会 千葉県 熊野神社神楽保存会 宮崎県 神下俵踊り保存会

鳥取県 秋里伝統文化を保存する会 東京都 清水ばやし保存会 鹿児島 目手久民謡保存会

島根県 三葛神楽保持者会 神奈川 野比中村虎踊り保存会 沖縄県 仲西獅子舞保存会

山口県 豊原地区腰輪踊り保存会 新潟県 浦瀬町奏楽保存会

徳島県 信正鉦踊り保存会 石川県 柴垣壮年団 北海道 寿都松前神楽保存会

香川県 櫃石ももて祭保存会 福井県 津島区神楽保存会 青森県 入口青年会

愛媛県 天神花踊り保存会 長野県 小市神楽囃子保存会 嘉瀬奴踊り保存会

高知県 佐喜浜八幡宮古式行事保存会 岐阜県 関市獅子舞保存会 岩手県 遠野郷板澤しし踊り保存会

福岡県 博多鋏製作技術保存会＊ 岐阜和傘ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実行委員会＊ 宮城県 赤谷神楽保存会

前田の盆踊保存会 静岡県 江浦伝統文化保存会 秋田県 鳥海山小滝舞楽保存会

佐賀県 下新ケ江地区沖ノ島太鼓浮立保存会 愛知県 出川町棒ノ手保存会 山形県 清川獅子神楽実行部会

長崎県 正山八ノ川青年団 三重県 大淀東区自治会 福島県 太田川梅若和讃唄念仏踊保存会

熊本県 清源寺神楽保存会 滋賀県 井之口太鼓踊保存会 梅田三匹獅子舞保存会

大分県 山香神楽保存会 大阪府 大東市中垣内自治会 栃木県 大沢獅子舞保存会

宮崎県 比木神社神楽会 和歌山 太地町民芸保存会　寄水青年同志会 群馬県 鷺宮太々神楽保存会

鹿児島 竹田神社からくり保存会 鳥取県 波津神社獅子舞保存会 埼玉県 粟生田囃子会

沖縄県 松原自治会 島根県 深野神楽こども教室 新久はやし保存会

岡山県 仕組踊り保存会　城扇 千葉県 家之子獅子連郷土芸能保存会

青森県 八戸市島守小学校神楽クラブ 広島県 上河内獅子舞保存会 東京都 森山はやし保存会

岩手県 八幡大神楽保存会 山口県 徳地人形浄瑠璃保存会 神奈川 田村ばやし保存会

宮城県 秋保神社神楽保存会 徳島県 池谷神踊り保存会 新潟県 小川連中

秋田県 大湯大太鼓保存会 香川県 賀茂神社長床神事保存会 富山県 岩瀬白山町曳山愛好会

仙道番楽保存会 福岡県 水田天満宮稚児風流保存会 福井県 日吉青年会

山形県 鍋田念佛講保存会 佐賀県 納富分浮立保存会 長野県 影山区

茨城県 古河神楽保存会 長崎県 東浜町一組女相撲保存会 愛知県 白山神社奉納雅楽舞踊保存会

栃木県 大神神社神楽保存会 熊本県 菊池市下出田区､植古閑区 三重県 牛蒡祭保存会

群馬県 市祇園囃子保存会 大分県 三輪流臼杵神楽保存会 滋賀県 金居原太鼓踊り保存会

埼玉県 戸口囃子会 宮崎県 麓輪太鼓踊り保存会 京都府 福知山市佛性寺自治会

武甲山御嶽神社里宮太々神楽保存会 鹿児島 ナゴシドンのつなぎ手事業 兵庫県 熊野神社浄舞保存会

諏訪万作保存会 ヨンシ-踊り保存会 奈良県 龍口獅子舞保存会

千葉県 岩沼の獅子舞保存会 沖縄県 新里民俗芸能保存会 和歌山 土生八幡神社「お頭保存会」

東京都 樫立太鼓会 伊是名区 鳥取県 大和佐美命神社獅子舞保存会

富山県 広野自治会 島根県 野石谷伝統芸能保存会

石川県 川尻会　獅子舞響 北海道 砂川もちつき保存会 広島県 下板木コミュニティー

福井県 高浜七年祭保存会 越中踊り子供保存会 山口県 むつみ神楽保存会

山梨県 小伏獅子舞保存会 留萌岩戸神楽保存会 徳島県 東辻郷獅子舞牡丹連保存会

長野県 根神社式三番叟保存会 青森県 柏木町荒馬保存会 愛媛県 ＮＰＯ法人姫だるまプロジェクト＊

岐阜県 杉山是清 氏(飛騨わらび製縄)＊ 八幡崎郷土芸能保存会 高知県 日高村太刀踊保存会

静岡県 伊豆島田区不動尊講 岩手県 善楽流獅子舞保存会 福岡県 元岡祇園ばやし保存会

平成２８年度助成(４３）

平成３０年度助成(４３）

令和元年度助成(４2）

平成２９年度助成(４３）

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（７）

助 成 先 助 成 先 助 成 先
平成２７年度助成(続き）
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栃木県 三本木獅子舞保存会 熊本県 永尾ちょぼくれ保存会

群馬県 八幡原太々神楽保存会 柳別府太鼓踊り保存会 愛知県 勝幡おこわまつり保存会

埼玉県 野々宮獅子舞保存会 大分県 宝楽保存会 下門祭礼保存会

千葉県 相野谷郷土芸能保存会 宮崎県 日南市泰平踊本町組保存会 鳥原歌舞伎愛好会

東京都 代々木囃子保存会 鹿児島 大崎伝統芸能神舞保存会 三重県 五ケ所浦区

神奈川 曽我別所寿獅子舞保存会 沖縄県 宮城ウシデーク保存会 滋賀県 古屋六斎念仏踊保存会

大谷はやし連 大阪府 中佐備町会

新潟県 赤倉神楽保存会 北海道 上ノ国昔踊り保存会 兵庫県 下浜三番叟保存会

富山県 広野自治会 青森県 湊えんぶり組 奈良県 紅しで踊り保存会

山梨県 米倉人形芝居保存会 浅井獅子踊保存会 鳥取県 逢束盆踊り保存会

長野県 下駒沢氏子保存会 田子町ナニャドヤラ保存会 島根県 土江子ども神楽団

羽場獅子舞保存会 岩手県 犬吠森念仏剣舞保存会 山口県 末田焼物の里保存会＊

愛知県 尾張旭市新居地区馬の塔保存会 築舘大乗神楽保存会 徳島県 七成会

向山区神楽獅子保存会 宮城県 古式獅子舞保存会 愛媛県 下吾川獅子舞保存会

足助宮町お囃子保存会 秋田県 東長野ささら保存会 高知県 大谷花取踊保存会

滋賀県 大荒比古神社奴振り保存会 釜ヶ台番楽保存会 福岡県 沼楽保存会

京都府 平自治会 山形県 大谷獅子舞保存会 佐賀県 龍宿浦面浮立保存会

兵庫県 お弓神事保存会 福島県 芳賀須内青年会 長崎県 島原木綿織保存会＊

和歌山 戯瓢踊保存会 茨城県 東牛谷お囃子保存会 狩立オネオンデ保存会

島根県 宅野神楽団 栃木県 大神神社伶人保存会 大分県 玖珠神楽神袛社

岡山県 作州絣保存会＊ 埼玉県 塚越囃子連 宮崎県 小川神楽保存会

広島県 津田神楽団 千葉県 笹川神楽保存会 沖縄県 志多伯獅子舞棒術保存会

山口県 北河内神楽舞保存会 東京都 留原囃子保存会

下津令大神楽保存会 神奈川 宮城野獅子舞保存会 青森県 塩釜神楽保存会

徳島県 姫田獅子舞保存会 新潟県 槙下町稚児舞保存会 岩手県 青笹町しし踊り保存会

櫛木獅子舞保存会 富山県 広野自治会 宮城県 白石和紙　蔵富人＊

香川県 認定NPO法人農村歌舞伎祇園座保存会 山梨県 向原下組道祖神御神木保存会 塩竈神楽保存会

愛媛県 牛鬼保存会 長野県 和田神社御神楽芸能同志会 秋田県 上若郷土芸能保存会

高知県 尾崎太刀踊り保存会 荻原神社秋祭り実行委員会 山形県 達磨寺田植踊り保存会

福岡県 竹の曲保存会 岐阜県 荒川松阪踊り保存会 福島県 海老根伝統手漉和紙保存整備事業実行委員会＊

江上神社風流保存会 愛知県 大留下棒の手保存会 茨城県 女沼ささら保存会

佐賀県 沖永区自治会 常滑市小倉囃子保存会 栃木県 尾出山神社関白流獅子舞保存会

長崎県 勝本祭り囃子保存会 河和山車保存会 群馬県 新井諏訪神社獅子舞保存会

宮崎昭行 氏（木造和船製作）＊ 京都府 大住隼人舞保存会 埼玉県 金鑚神楽本庄組神楽保存会

熊本県 菊池市下出田区、植古閑区 伊根町 亀島区 千葉県 家之子獅子連郷土芸能保存会

市原町自治会(市原獅子舞保存会) 奈良県 大宝寺六斎講 東京都 大戸囃子保存会

宮崎県 綾町唐人踊り保存会 和歌山 紀州製竿組合＊ 神奈川 相模人形芝居　前鳥座

島根県 出雲國大原神職神楽保存会 新潟県 関山神社仮山伏伝承会

岩手県 行山流湧水鹿踊保存会 広島県 宮之庄神楽団 富山県 稗田伝統文化保存会

大ｹ生山伏神楽保存会 宗教法人　須佐神社 石川県 中央町中思会

山田大神楽保存会 徳島県 勝瑞獅子保存会 福井県 三国祭囃子　初香会

秋田県 大森親山獅子大権現舞保存会 香川県 山本長刀踊保存会 長野県 中萱紫石会

比立内獅子踊保存会比靖会 高知県 船戸花取踊り保存会 岐阜県 青墓大太鼓踊りを守る会

福島県 前沢の女宝財踊保存会 福岡県 今宿青木獅子舞保存会 愛知県 古布区古布獅子舞保存会

下柴獅子団 佐賀県 戸杓浮立保存会 尾張旭市印場北部地区警固祭り保存会

茨城県 田倉三匹獅子保存会 長崎県 高浜相撲協会 三重県 立岡虫送り保存会

埼玉県 粟生田囃子会 大分県 立石楽継承活動応援隊 滋賀県 朝日豊年太鼓踊保存会

地縁法人　上町会 阿鹿野獅子保存会 大阪府 摂州地車囃子かずら

千葉県 佐倉囃子保存会 鹿児島 士踊保存会 和歌山 根来塗曙山会＊

神奈川 藤野歌舞伎保存会 沖縄県 伊集の打花鼓保存会 顯國神社三面保存会

前鳥神社囃子太鼓保存会 島根県 出雲大社教神代神楽　西日登神楽社中

新潟県 矢作里神楽保存会 北海道 月浦獅子舞保存会 広島県 田熊神代神楽保存会

富山県 高砂山願念坊祭り保存会 岩手県 江刺家神楽保存会 山口県 下関平家踊保存会西山連

石川県 御経塚青年会 宮城県 中浜神楽保存会 徳島県 宍喰祇園祭お能保存会

山梨県 小明見富士浅間神社太々神楽保存会 佐沼鹿踊伝承会 香川県 原獅子組

岐阜県 玉太鼓踊り保存会 秋田県 新沢八幡神社獅子舞講 高知県 浮津西町鯨舟の唄保存会

静岡県 島田鹿島踊保存会 山形県 中山町川向金比羅樽流し保存会 福岡県 松会保存会

愛知県 東海市万歳保存会 福島県 横沢の麓山まつり保存会 佐賀県 米多浮立保存会

牟呂八幡宮神幸祭神事相撲保存会 茨城県 日立郷土芸能保存会 長崎県 長坂浮立保存会

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（８）

助 成 先

令和4年度助成(４５）

助 成 先

令和3年度助成(４3）

令和2年度助成(４2）

助 成 先

令和５年度助成(４８）

令和元年度助成(続き）
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岐阜県 上広瀬金蔵獅子保存会 滋賀県 第１６区自治会

小屋名しょうけ保存会＊ 京都府 千本ゑんま堂大念佛狂言保存会 京都府 周枳民芸保存会三番叟組

静岡県 横岡八幡神社神楽保存会 初土俵入保存会 大阪府 鍛冶町町会

愛知県 印内祭礼保存会 大阪府 太町町内会 日置荘西町東部町会

大池組 羽曳野市誉田西之口町会 釜室町会

滋賀県 大溝祭龍組曳山保存会 自然田第三自治会　東組 八田寺町町内会

京都府 伊根町　本庄上区 福町中地車会 大北町会

大阪府 片江青年会 中庄地車保存会 中尾生町会

出屋敷町地車保存会 小塩町自治会 尾生町会

仲之町地車保存会（仲之町世話人会） 東西片添町秋祭運営委員会 上代町内会

東羽衣地車奉賛会 阿間河滝町会 尾井町町会

狭山まつり保存会 上町町会 富秋町会

兵庫県 松原神社太鼓保存会 西大路町会 島根県 有福神楽保持者会

かみや民藝店＊ 兵庫県 ＜柳＞自分堂＊ 石見神楽保存会　久城社中

和歌山 平松獅子舞保存会 法花寺万歳保存会 広島県 三良坂町郷土芸能保存会

島根県 三谷神楽社中 島根県 小森神楽保存会 山口県 住吉神社　御田植祭協賛会

広島県 呉市広小坪自治会 岡山県 中田上之町魁組神楽保存会 香川県 十獅会

山口県 むつみ神楽保存会 広島県 阿刀神楽団 高知県 鵜来島地区

徳島県 木ノ内獅子舞保存会 山口県 滝坂神楽舞保存会 福岡県 銀座子供山笠

香川県 垂水神社奴組保存会 徳島県 阿波木偶箱まわし保存会 戸畑祇園鳥旛町子供山笠

愛媛県 古谷多伎獅子保存会 香川県 東かがわだんじり子供歌舞伎保存会 戸畑祇園元宮子供山笠

高知県 八代青年団 愛媛県 赤網代牛鬼保存会（酔牛鬼会） 佐賀県 蔵上町御田舞保存会

佐賀県 呼子大綱引振興会 高知県 三島神社 母ヶ浦面浮立保存会

長崎県 森山本村郷土芸能保存会 福岡県 木屋瀬宿場踊振興保存会 南川獅子保存会

皿山人形浄瑠璃保存会 楠原踊保存会 熊本県 園田久 氏＊

熊本県 岩本神楽保存会 佐賀県 江福綾竹鉦浮立保存会 穴川夜神楽保存会

宮崎県 穂満坊あげ馬保存会 長崎県 特定非営利活動法人　長崎流鏑馬保存会 鹿児島 津貫中間豊祭太鼓踊保存会

鹿児島 伊﨑田和紙保存会＊ 熊本県 栖本町郷土芸能保存会 沖縄県 喜名伝統芸能保存会

伊作流鏑馬保存会 宮崎県 六日町ヨイマカ保存会

沖縄県 大兼久婦人会 鹿児島 高城町太鼓踊り保存会 北海道 望来獅子舞保存会

沖縄県 沖縄県豊見城市字高安自治会 青森県 小川原神楽連中保存会

牛滝若者組

北海道 下賀老獅子保存会 岩手県 向川原虎舞

江差餅つき囃子保存会 浪板大神楽保存会

羽幌町　加賀獅子保存会 宮城県 北上町女川法印神楽保存会

青森県 百目木　神楽会 秋田県 新町若者会

白糠婦人会 山形県 山五十川古典芸能保存会

岩手県 宮手鹿踊保存会 福島県 涼ｹ岡八幡神社神楽保存会

臼澤鹿子踊保存会 福田十二神楽保存会

宮城県 しろいしプロジェクト＊ 八雲神社

真坂鹿踊保存会 茨城県 小幡ひょっとこ囃子保存会

秋田県 金浦神楽保存会 栃木県 関谷子供囃子保存会

山形県 吹浦田楽保存会 群馬県 千代田八木節保存会

福島県 松川神楽保存会 埼玉県 西大輪獅子舞保存会

茨城県 櫻塚おはやし保存会 千葉県 都町諏訪神社囃子会

栃木県 長沼八幡宮永代太太神楽保存会 東京都 鈴木ばやし保存会

群馬県 椿名神社太々神楽保存会 神奈川 若葉台囃子連

埼玉県 長野ささら獅子舞保存会 福井県 宇波西神社神事芸能保存会

下名栗諏訪神社獅子舞保存会 長野県 伺去神楽保存会

千葉県 村上神楽保存会 瀬原田太々神楽保存会

東京都 小野路のめかい　篠・竹細工伝統技能保存会＊ 川中島町四ツ屋区　中島神楽保存会

榮町囃子連 岐阜県 有道しゃくし保存会＊

神奈川 曽我別所祭保存会 川上舟晴 氏＊

菊名のあめや踊り保存会 白山比咩神社獅子舞保存会

新潟県 若宮八幡宮御神楽保存会 愛知県 関川一町内会

富山県 稗田伝統文化保存会 馬場区祭礼保存協議会

石川県 本町三丁目獅子舞保存会 三重県 津市分部町唐人踊保存会

福井県 馬鹿ばやし保存会 鹿海町自治会

長野県 大豆島神楽保存会 滋賀県 荒井恵梨子 氏＊

累計助成件数 １,５１８件

令和６年度助成(６１）

令和７年度助成(５７）

平成３年～令和７年  都 道 府 県 別 伝 統 文 化 助 成 先 一 覧（９）

助 成 先 助 成 先 助 成 先
令和５年度助成(続き）
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財団案内 

□□□□□□□□□□□  財団の目的 □□□□□□□□□□□ 

明治安田クオリティオブライフ文化財団 （理事長：関口憲一） は､音楽における人材育成  

ならびに地域の伝統文化の保存維持、および後継者育成に対する助成などを行ない、もって

国民生活の質的向上ならびにわが国文化の発展に寄与することを目的としています。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 

 

              【財団の概要】 
 
  名  称  公益財団法人 明治安田クオリティオブライフ文化財団 

THE MEIJI YASUDA CULTURAL FOUNDATION    

設  立  平成３年（１９９１年）６月１０日 

主務官庁  内閣府 

基本財産  １４億４,８００万円（２０２５年３月末日現在） 

事業内容  ・音楽分野における若手芸術家の人材育成に対する助成 

・民俗芸能等地域の伝統文化の保存維持、後継者育成に対する助成 

・芸術文化活動に関する調査研究、出版物の刊行 

事業計画  ○クラシック音楽分野における若手音楽家の人材育成に対する助成 

・海外における音楽研修に対する助成 

・国内音楽学生に対する奨学援助 

○民俗芸能等地域の伝統文化の保存維持、後継者育成に対する助成 

・地域の民俗芸能（含、民俗行事、民俗音楽）の保存維持、後継者

育成のための助成 

・地域の民俗技術（含、伝統的製作技術、衣食住に関わる生活技術、

伝統工芸）の保存維持、後継者育成のための助成 

事業成果  これまでの累計助成状況（２０２５年６月現在） 

・音楽分野     ６３０件 １０億８,０５０万円 

・伝統文化分野 １，５１８件  ７億５,１４７万円 

出捐企業  明治安田生命保険相互会社 

 


